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〈
国
内
宗
教
研
究
Ⅰ
〉
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告

大
石
寺
教
学
に
お
け
る
本
因
妙
論
の
検
証

小
　
瀨
　
修
　
達

序
　

本
稿
は
、
日
蓮
正
宗
系
教
団
の
教
理
で
あ
る
大
石
寺
教
学
の
基
礎
研
究
と
し
て
、
唱
題
成
仏
の
基
本
原
理
と
な
る
本
因
妙
論
を
検
証
す

る
。
第
一
章
天
台
教
学
所
説
の
本
門
三
妙
で
は
、
本
因
妙
を
含
む
本
門
三
妙
に
つ
い
て
出
典
と
な
る
『
法
華
玄
義
』
よ
り
原
意
を
検
証
し
、

第
二
章
両
巻
血
脈
所
説
の
大
石
寺
教
学
・
第
三
章
日
寛
所
説
の
大
石
寺
教
学
で
は
、
本
因
妙
論
を
中
心
と
し
た
大
石
寺
教
学
と
『
法
華
玄

義
』・
中
古
天
台
教
学
と
の
相
違
点
を
検
証
す
る
。
第
四
章
日
蓮
聖
人
の
本
因
本
果
論
で
は
、
聖
人
本
来
の
本
因
妙
の
用
法
を
検
証
す
る
。

一
、
天
台
教
学
所
説
の
本
門
三
妙

　

本
門
三
妙
（
本
因
・
本
果
・
本
国
土
妙
）
の
出
典
と
な
る
次
の
『
法
華
玄
義
』
の
文
を
上
げ
検
証
す
る
。

　
『
法
華
玄
義
』
巻
第
七
、
本
門
十
妙

　
『
文
に
云
は
く
、「
我
れ
本
と
菩
薩
の
道
を
行
ず
る
時
、
成
ず
る
所
の
壽
命
今
猶
ほ
盡
き
ず
」
と
は
、
即
ち
是
れ
本
の
行
因
妙
な
り
。
文
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に
云
は
く
、「
我
れ
實
に
成
佛
し
て
よ
り
已
來
た
、
無
量
無
邊
億
那
由
な
り
」
と
、
又
云
は
く
、「
我
れ
實
に
成
佛
し
て
よ
り
已
來
た
、
久

遠
な
る
こ
と
斯
の
若
し
。
但
だ
方
便
を
以
て
衆
生
を
教
化
し
て
此
の
如
き
の
説
を
作
す
」
と
、
即
ち
是
れ
本
果
妙
な
り
。
文
に
云
は
く
、

「
我
れ
娑
婆
世
界
に
於
て
三
菩
提
を
得
已
つ
て
、
是
の
諸
の
菩
薩
を
教
化
し
示
導
す
」
と
、
又
云
は
く
、「
是
よ
り
來
た
、
我
れ
常
に
此
の

娑
婆
世
界
に
在
り
て
説
法
教
化
す
。
亦
た
餘
處
に
於
て
衆
生
を
導
利
す
」
と
。
此
の
國
土
は
復
た
今
時
の
娑
婆
に
非
ず
、
即
ち
本
國
土
妙

な
り
。

　
　
　
（
中
略
）

　

本
因
妙
と
は
、
經
に
云
は
く
、「
我
れ
本
と
菩
薩
の
道
を
行
ず
る
時
、
成
ず
る
所
の
壽
命
」
と
は
、
慧
命
は
即
ち
本
時
の
智
妙
な
り
。

「
我
れ
本
と
行
ず
」
と
は
、
行
は
是
れ
進
趣
に
し
て
即
ち
本
行
妙
な
り
。「
菩
薩
道
時
」
と
は
、
菩
薩
は
是
れ
因
人
な
れ
ば
復
た
位
妙
を
顯

は
す
な
り
。
一
句
の
文
に
三
妙
を
證
成
す
。
三
妙
は
即
ち
本
時
の
因
妙
に
し
て
、
迹
の
因
に
非
ざ
る
な
り
。

　
　
　
（
中
略
）

　

二
に
本
果
妙
を
明
さ
ば
、
經
に
「
我
れ
成
佛
し
て
よ
り
已
來
た
甚
大
久
遠
な
り
」
と
言
ふ
。「
我
」
と
は
即
ち
眞
性
軌
な
り
、「
佛
」
と

は
覺
の
義
、
即
ち
觀
照
軌
な
り
。「
已
來
」
と
は
、
如
實
の
道
に
乘
じ
來
り
て
正
覺
を
成
ず
、
即
ち
是
れ
應
に
起
す
資
成
軌
な
り
。
此
の

如
き
の
三
軌
は
成
じ
て
よ
り
來
た
已
に
久
し
、
即
ち
本
果
妙
な
り
。

　
　
　
（
中
略
）

　

三
に
本
國
土
妙
と
は
、
經
に
云
は
く
、「
是
れ
よ
り
來
た
我
れ
常
に
此
の
娑
婆
世
界
に
在
つ
て
説
法
教
化
し
、
亦
た
餘
處
に
於
て
衆
生

を
導
利
す
」
と
。「
娑
婆
」
と
は
即
ち
本
時
の
同
居
土
な
り
。「
餘
處
」
と
は
即
ち
本
時
の
三
土
な
り
。
此
れ
本
時
の
眞
應
の
所
栖
の
土
を

指
す
、
迹
中
の
土
に
非
ざ
る
な
り
。』

�

（
大
正
蔵
経
三
三
巻　

七
六
六
〜
七
頁
）（
國
譯
一
切
經　

経
疏
部
一　

二
五
八
〜
六
一
頁
）
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【
本
因
妙
】…
久
遠
実
成
の
因
行
と
な
る
菩
薩
行
。
本
佛
自
行
の
因
。

　
「
本
因
妙
」
は
、
本
門
寿
量
品
「
我
本
行
菩
薩
道
時
。
所
成
壽
命
今
猶
未
盡
」
の
所
説
で
あ
り
、

　
「
所
成
壽
命
」＝
智
妙
…
久
遠
実
成
で
得
た
本
佛
の
智
慧
と
し
て
の
寿
命
（
慧
命
）。

　
「
我
本
行
」　

＝
行
妙
…
久
遠
実
成
に
至
る
因
行
＝
菩
薩
行
。

　
「
菩
薩
道
時
」＝
位
妙
…
因
行
を
行
う
因
人
は
菩
薩
位
。
釈
尊
の
菩
薩
時
の
名
前
は
特
定
さ
れ
て
い
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

菩
薩
位
は
初
住
〜
等
覚
ま
で
で
六
即
の
「
分
真
即
」
で
あ
る
。

　

以
上
の
智
・
行
・
位
妙
の
三
妙
を
以
っ
て
「
本
因
妙
」（
本
時
因
妙
）
即
ち
久
遠
実
成
本
時
の
因
行
と
な
す
の
で
あ
る
。

【
本
果
妙
】…
久
遠
実
成
本
佛
に
具
わ
る
果
徳
。

　
「
本
因
妙
」
は
、
本
門
寿
量
品
「
我
實
成
佛
已
來
。
無
量
無
邊
億
那
由
他
。」、

　
　
　
　
　
「
我
實
成
佛
已
來
。
久
遠
若
斯
。
但
以
方
便
教
化
衆
生
。
作
如
此
説
。」
の
所
説
で
あ
り
、

　
「
我
」　

＝
眞
性
軌
。
久
遠
実
成
本
佛
に
具
わ
る
真
如
実
相
の
理
。

　
「
佛
」　

＝
觀
照
軌
。
久
遠
実
成
本
佛
に
具
わ
る
智
慧
、
覺
の
義
。

　
「
已
來
」＝
資
成
軌
。
久
遠
実
成
本
佛
に
具
わ
る
真
如
と
智
慧
の
相
即
・
調
和
。
起
應　

万
行

　

以
上
の
三
軌
が
久
遠
実
成
の
本
時
に
成
就
し
た
こ
と
か
ら
「
本
果
妙
」
と
云
う
。

【
本
國
土
妙
】…
久
遠
実
成
本
佛
の
居
住
す
る
国
土

　
「
本
國
土
妙
」
は
、
本
門
寿
量
品
「
我
於
娑
婆
世
界
。
得
三
菩
提
已
。
教
化
示
導
是
諸
菩
薩
。」、

　
　
　
　
　
　
「
自
從
是
來
。
我
常
在
此
娑
婆
世
界
説
法
教
化
。
亦
於
餘
處
導
利
衆
生
。」
の
所
説
で
あ
り
、
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「
本
時
同
居
土
」＝
久
遠
本
時
に
成
就
し
た
「
娑
婆
世
界
」
の
同
居
土

　
「
本
時
三
土
」　

＝
久
遠
本
時
に
成
就
し
た
「
餘
處
」
の
方
便
土
・
実
報
土
・
寂
光
の
三
土

　

久
遠
実
成
の
本
時
（
円
教
）
に
お
い
て
以
上
の
四
土
が
相
即
し
娑
婆
即
寂
光
の
「
本
國
土
妙
」
と
な
る
。

◎�

以
上
の
通
り
、『
法
華
玄
義
』
に
説
か
れ
る
【
本
因
妙
】【
本
果
妙
】【
本
國
土
妙
】
は
、『
法
華
経
』
如
来
寿
量
品
所
説
の
釈
迦
牟
尼
佛

の
久
遠
実
成
に
基
づ
く
内
容
で
あ
る
。

二
、
両
巻
血
脈
（『
本
因
妙
抄
』『
百
六
箇
抄
』）
所
説
の
大
石
寺
教
学

　
『
法
華
本
門
宗
血
脈
相
承
事
（
本
因
妙
抄
）』　　
　
　
　
　

弘
安
五
年
一
〇
月
一
一
日

　
「
四
に
会
教
顕
観
。
教
相
の
法
華
を
捨
て
ゝ
観
心
の
法
華
を
信
ぜ
よ
と
な
り
。

　

五
に
住
不
思
議
顕
観
。
文
に
云
は
く
「
理
は
造
作
に
非
ず
故
に
天
真
と
曰
ひ
、
証
智
円
明
な
る
が
故
に
独
朗
と
云
ふ
」
云
々
。
釈
の
意

は
口
唱
首
題
の
理
に
造
作
無
し
、
今
日
熟
脱
の
本
迹
二
門
を
迹
と
為
し
、
久
遠
名
字
の
妙
法
を
本
と
為
す
。
信
心
強
盛
に
し
て
唯
余
念
無

く
南
無
妙
法
蓮
華
経
と
唱
へ
奉
れ
ば
凡
身
即
ち
仏
身
な
り
。
是
を
天
真
独
朗
の
即
身
成
仏
と
名
づ
く
。」（
富
要
一
巻
一
頁
）

　
「
問
う
て
云
は
く
、
寿
量
品
文
底
大
事
と
云
ふ
秘
法
如
何
。
答
へ
て
云
は
く
、
唯
密
の
正
法
な
り
。
秘
す
べ
し
秘
す
べ

し
。
一
代
応
仏
の
い
き
（
域
）
を
ひ
か
え
た
る
方
は
、
理
の
上
の
法
相
な
れ
ば
、
一
部
共
に
理
の
一
念
三
千
、
迹
の
上
の
本
門
寿
量
ぞ
と

得
意
せ
し
む
る
事
を
、
脱
益
の
文
の
上
と
申
す
な
り
。
文
底
と
は
久
遠
実
成
の
名
字
の
妙
法
を
余
行
に
わ
た
さ
ず
、
直
達
正
観
・
事
行
の

一
念
三
千
の
南
無
妙
法
蓮
華
経
是
な
り
。
権
実
は
理
今
日
の
本
迹
の
理
な
り
、
本
迹
は
久
遠
本
迹
の
事
な
り
。
又
権
実
は
智
に
約
し
教
に

約
す
一
代
応
仏
の
本
迹
。
本
迹
は
久
遠
の
本
迹
身
に
約
し
名
字
の
身
位
に
約
す
名
字
即
の
位
。
又
雖
脱
在
現
具
騰
本
種
と
云
へ
り
。
釈
尊
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久
遠
名
字
即
の
位
の
御
身
の
修
行
を
、
末
法
今
時
の
日
蓮
が
名
字
即
の
身
に
移
せ
り
。「
理
は
造
作
に
非
ざ
る
故
に
天
真
と
曰
ふ
。
証
智

円
明
の
故
に
独
朗
と
云
ふ
」
の
行
儀
、
本
門
立
行
の
血
脈
之
を
注
す
。
秘
す
べ
し
秘
す
べ
し
。」（
富
要
一
巻
八
頁
）

　
『
具
騰
本
種
正
法
実
義
本
迹
勝
劣
正
伝
（
百
六
箇
抄
）』　　
　

弘
安
三
年
一
月
一
一
日

　
「　
　
　

本
因
妙
の
教
主
本
門
の
大
師
日
蓮
謹
ん
で
之
を
結
要
す
。

　

万
年
救
護
写
瓶
の
弟
子
日
興
之
を
授
与
す
云
云
。
脱
種
合
し
て
一
百
六
箇
之
在
り
。

　

霊
山
浄
土
多
宝
塔
中
久
遠
実
成
無
上
覚
王
の
直
授
相
承
、
本
迹
勝
劣
口
決
相
伝
の
譜
、
久
遠
名
字
已
来
本
因
本
果
の
主
、
本
地
自
受
用

報
身
の
垂
迹　

上
行
菩
薩
の
再
誕
、
本
門
の
大
師
日
蓮
詮
要
す
。」（
富
要
一
巻
九
頁
）

　
「
一
、
事
の
一
念
三
千
・
一
心
三
観
の
本
迹　

釈
迦
・
三
世
の
諸
仏
・
菩
薩
・
声
聞
・
縁
覚
・
人
天
の
唱
ふ
る
方
は
迹
な
り
、
南
無
妙

法
蓮
華
経
は
本
な
り
。

二
、
久
遠
元
初
直
行
の
本
迹　

名
字
の
本
因
妙
は
本
種
な
れ
ば
本
な
り
、
本
果
妙
は
余
行
に
渡
る
故
に
本
の
上
の
迹
な
り
。
久
遠
の
釈
尊

の
口
唱
を
今
日
蓮
直
ち
に
唱
ふ
る
な
り
。

三
、
久
遠
実
成
直
体
の
本
迹　

久
遠
名
字
の
正
法
は
本
種
子
な
り
。
名
字
童
形
の
位
、
釈
迦
は
迹
な
り
、
我
本
行
菩
薩
道
是
な
り
、
日
蓮

が
修
行
は
久
遠
を
移
せ
り
。
久
遠
本
果
成
道
は
本
の
迹
な
り
。
名
字
の
妙
法
を
持
つ
処
は
直
体
の
本
門
な
り
、
直
ち
に
唱
へ
奉
る
我
等
は

迹
な
り
。

四
、
久
遠
自
受
用
報
身
の
本
迹　

男
は
本
、
女
は
迹
、
知
り
難
き
勝
劣
な
り
。
能
（
よ
）
く
能
く
伝
流
口
決
す
べ
き
者
な
り
。

五
、
久
成
の
本
門
を
事
円
と
為
す
の
本
迹　

上
行
所
伝
の
妙
法
は
名
字
本
有
の
妙
法
蓮
華
経
な
れ
ば
事
理
倶
勝
の
本
な
り
。
日
蓮
並
び
に

弟
子
檀
那
等
は
迹
な
り
。

六
、
色
法
即
身
成
仏
の
本
迹　

親
の
義
な
り
父
の
義
な
り
。
涌
出
品
よ
り
巳
後
我
等
は
色
法
の
成
仏
な
り
。
不
渡
余
行
の
妙
法
は
本
、
我
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等
は
迹
な
り
。

七
、
色
法
妙
法
蓮
華
経
の
本
迹　

男
子
と
成
っ
て
名
字
の
大
法
を
聞
き
、
己
々
物
々
事
々
本
迹
を
顕
は
す
者
な
り
。
又
今
日
の
二
十
八
品
、

品
々
の
内
の
勝
劣
は
、
通
号
は
本
な
り
勝
な
り
、
別
号
は
迹
な
り
劣
な
り
云
云
。

　

妙
楽
の
疏
記
の
九
に
云
は
く
「
故
に
知
ん
ぬ
、
迹
の
実
は
本
に
於
て
猶
虚
な
り
」
と
。
籖
の
十
に
云
は
く
「
今
日
は
初
成
を
以
て
元
始

と
為
し
、
爾
前
迹
門
は
大
通
を
以
て
元
始
と
為
し
、
本
門
は
本
因
を
以
て
元
始
と
為
す
」
と
。
此
の
釈
は
元
始
の
本
迹
、
遠
近
の
勝
劣
を

判
ず
る
な
り
。
本
果
妙
は
然
我
実
成
仏
已
来
、
猶
迹
門
な
り
。
迹
の
本
は
本
に
非
ざ
る
な
り
。
本
因
妙
は
我
本
行
菩
薩
道
、
真
実
の
本
門

な
り
。
本
の
迹
は
迹
に
非
ず
云
云
。
我
が
内
証
の
寿
量
品
は
迹
化
も
知
ら
ず
云
云
。
重
位
秘
蔵
の
義
な
り
。
本
迹
と
分
別
す
る
上
は
、
勝

劣
は
治
定
な
れ
ど
も
、
末
代
に
は
知
り
難
き
故
に
云
云
。」（
富
要
一
巻
九
頁
）

Ａ　

両
巻
血
脈
…
『
本
因
妙
抄
』『
百
六
箇
抄
』
の
教
学

　

両
巻
血
脈
所
説
の
教
学
は
、
教
観
相
対
（
種
脱
相
対
）
に
お
い
て
、
本
門
寿
量
品
（
一
品
二
半
）
文
上
（
教
相
）
に
説
か
れ
る
久
遠
実

成
（
本
果
妙
）
の
釈
迦
仏
を
垂
迹
仏
と
し
、
文
底
（
観
心
）
に
感
得
さ
れ
る
久
遠
実
成
以
前
の
久
遠
元
初
（
本
因
妙
）
に
成
道
し
た
「
久

遠
元
初
の
自
受
用
報
身
」
を
本
地
仏
と
し
無
作
三
身
と
同
体
異
名
の
仏
で
あ
る
と
す
る
。
正
像
二
千
年
の
間
は
熟
・
脱
益
と
し
て
釈
迦
仏

が
、
過
去
に
下
種
を
受
け
た
（
本
已
有
善
）
衆
生
を
化
導
す
る
が
、
末
法
で
は
本
仏
「
久
遠
元
初
の
自
受
用
報
身
」
が
日
蓮
大
聖
人
と
し

て
出
現
し
、
下
種
益
と
し
て
未
下
種
（
本
未
有
善
）
の
衆
生
を
化
導
す
る
と
し
て
い
る
（
種
脱
相
対
）。

　
　
　
　
　
　
　

─
文
上
・
教
相 

迹 

正
像
・
熟
脱
益　

理
の
一
念
三
千　

本
果
妙　

久
遠
実
成　

釈
迦
牟
尼
仏

　

本
門
寿
量
品
─

　
　
　
　
　
　
　

─
文
底
・
観
心 

本 

末
法
・
下
種
益　

事
の
一
念
三
千　

本
因
妙　

久
遠
元
初　

日
蓮
本
仏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
題
目
＝
名
字
即
）
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「
久
遠
実
成
直
体
の
本
迹　

久
遠
名
字
の
正
法
は
本
種
子
な
り
。
名
字
童
形
の
位
、
釈
迦
は
迹
な
り
、
我
本
行
菩
薩
道
是
な
り
、
日
蓮

が
修
行
は
久
遠
を
移
せ
り
。
久
遠
本
果
成
道
は
本
の
迹
な
り
。
名
字
の
妙
法
を
持
つ
処
は
直
体
の
本
門
な
り
、
直
ち
に
唱
へ
奉
る
我
等
は

迹
な
り
。」『
百
六
箇
抄
』

　

両
巻
血
脈
で
は
、
寿
量
品
「
我
本
行
菩
薩
道
」（
本
因
妙
）
の
解
釈
お
い
て
、
久
遠
実
成
以
前
の
「
久
遠
元
初
」
に
「
名
字
童
形
」（
凡

夫
身
・
名
字
即
）
の
上
行
菩
薩
が
本
因
行
の
題
目
を
唱
え
て
成
仏
し
「
久
遠
元
初
の
自
受
用
報
身
」
と
な
っ
た
と
し
、
こ
の
久
遠
元
初
に

お
け
る
上
行
菩
薩
の
唱
題
行
を
「
我
本
行
菩
薩
道
」（
本
因
妙
）
と
解
釈
す
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、「
本
果
妙
」
の
久
遠
実
成
釈
迦
仏

（「
久
遠
本
果
成
道
」）
を
正
像
時
・
熟
脱
益
の
迹
門
（「
本
の
迹
」）
と
し
、
末
法
・
下
種
益
で
は
、
久
遠
元
初
の
本
因
妙
で
あ
る
唱
題
行

を
日
蓮
聖
人
の
身
に
移
し
上
行
菩
薩
の
再
誕
と
し
て
行
じ
る
の
が
本
門
で
あ
る
と
す
る
。
こ
の
様
に
、
凡
夫
が
法
華
経
の
名
字
で
あ
る
題

目
を
唱
え
る
唱
題
行
の
行
位
を
名
字
即
と
す
る
。
ま
た
、
日
蓮
聖
人
の
位
置
づ
け
と
し
て
、「
本
因
妙
の
教
主
本
門
の
大
師
」「
本
地
自
受

用
報
身
の
垂
迹　

上
行
菩
薩
の
再
誕
」
等
と
あ
る
様
に
、
日
蓮
聖
人
を
久
遠
元
初
自
受
用
報
身
（
無
作
三
身
）
の
垂
迹
身
で
久
遠
元
初
に

唱
題
（
本
因
妙
）
を
行
じ
た
上
行
菩
薩
の
再
誕
で
あ
る
と
日
蓮
本
仏
の
立
場
を
示
し
て
い
る
。

　
【
本
因
妙
】「
我
本
行
菩
薩
道
」

　
　
〔
時
〕
久
遠
元
初
〔
人
〕
名
字
童
形
（
凡
夫
）＝
上
行
菩
薩　
〔
行
〕
南
無
妙
法
蓮
華
経
＝
本
因
妙
・
名
字
即

　
　
〔
仏
〕
久
遠
元
初
自
受
用
報
身
（
無
作
三
身
）＝
日
蓮
本
仏
「
本
地
自
受
用
報
身
の
垂
迹　

上
行
菩
薩
の
再
誕
」

　
『
有
師
談
諸
聞
書
』

　
「
仰
せ
に
云
は
く
上
行
菩
薩
の
御
後
身
・
日
蓮
大
士
は
九
界
の
頂
上
た
る
本
果
の
仏
界
と
顕
れ
、
無
辺
行
菩
薩
の
再
誕
・
日
興
は
本
因

妙
の
九
界
と
顕
れ
畢
り
ぬ
、
然
れ
ば
本
果
妙
の
日
蓮
は
経
巻
を
持
ち
た
ま
へ
ば
本
因
妙
の
日
興
は
手
を
合
せ
拝
し
た
ま
ふ
事
・
師
弟
相
対
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し
て
受
持
斯
経
の
化
儀
・
信
心
の
処
を
表
し
た
ま
ふ
な
り
」（
富
要
二
巻
一
六
〇
頁
）

　

大
石
寺
九
世
日
有
の
説
で
は
、
末
法
お
け
る
日
蓮
聖
人
は
「
本
因
妙
」
上
行
菩
薩
の
再
誕
と
す
る
が
、
本
尊
と
し
て
は
、
本
仏
日
蓮
聖

人
（
師
）
を
「
本
果
妙
」、
題
目
弘
通
者
の
日
興
上
人
（
弟
子
）
を
「
本
果
妙
」
に
配
し
た
「
師
弟
相
対
」
と
し
て
い
る
。
日
有
の
書
に

両
巻
血
脈
を
直
接
引
用
し
た
例
が
な
く
、
同
代
に
帰
伏
し
た
左
京
阿
闍
梨
日
教
が
二
箇
相
承
・
両
巻
血
脈
等
を
住
本
寺
よ
り
大
石
寺
へ
も

た
ら
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。（『
興
門
教
学
の
研
究
』
一
四
八
頁
参
照
）

Ｂ　

天
真
独
朗
の
即
身
成
仏

　
「
理
は
造
作
に
非
ず
故
に
天
真
と
曰
ひ
、
証
智
円
明
な
る
が
故
に
独
朗
と
云
ふ
」
云
々
。
釈
の
意
は
口
唱
首
題
の
理
に
造
作
無
し
、
今

日
熟
脱
の
本
迹
二
門
を
迹
と
為
し
、
久
遠
名
字
の
妙
法
を
本
と
為
す
。
信
心
強
盛
に
し
て
唯
余
念
無
く
南
無
妙
法
蓮
華
経
と
唱
へ
奉
れ
ば

凡
身
即
ち
仏
身
な
り
。
是
を
天
真
独
朗
の
即
身
成
仏
と
名
づ
く
。」

　
「
文
底
と
は
久
遠
実
成
の
名
字
の
妙
法
を
余
行
に
わ
た
さ
ず
、
直
達
正
観
・
事
行
の
一
念
三
千
の
南
無
妙
法
蓮
華
経
是
な
り
。（
中
略
）

本
迹
は
久
遠
の
本
迹
身
に
約
し
名
字
の
身
位
に
約
す
名
字
即
の
位
。
又
雖
脱
在
現
具
騰
本
種
と
云
へ
り
。
釈
尊
久
遠
名
字
即
の
位
の
御
身

の
修
行
を
、
末
法
今
時
の
日
蓮
が
名
字
即
の
身
に
移
せ
り
。「
理
は
造
作
に
非
ざ
る
故
に
天
真
と
曰
ふ
。
証
智
円
明
の
故
に
独
朗
と
云
ふ
」

の
行
儀
、
本
門
立
行
の
血
脈
之
を
注
す
。」『
本
因
妙
抄
』

雖
脱
在
現
具
騰
本
種
…
現
在
の
脱
益
は
過
去
下
種
に
よ
る
。
下
種
の
重
要
性

天
台
『
摩
訶
止
観
』
巻
第
一
「
法
門
浩
妙
な
り
。
天
真
独
朗
と
や
せ
ん
。」

妙
楽
『
止
觀
輔
行
傳
弘
決
』
卷
第
一
「
理
は
造
作
に
非
ざ
る
故
に
天
真
と
曰
ふ
。
証
智
円
明
の
故
に
独
朗
と
云
ふ
」
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教
観
相
対
に
お
い
て
選
択
さ
れ
た
「
文
底
（
観
心
）」
に
感
得
さ
れ
る
「
久
遠
元
初
の
自
受
用
報
身
」
と
は
、
右
文
に
あ
る
通
り
「
天

真
独
朗
」
止
観
に
よ
り
感
得
さ
れ
る
仏
で
あ
る
。

　
「
理
は
造
作
に
非
ざ
る
故
に
天
真
と
曰
ふ
。
証
智
円
明
の
故
に
独
朗
と
云
ふ
」
の
文
は
、『
摩
訶
止
観
』
巻
第
一
上
に
「
法
門
浩
妙
な
り
。

天
真
独
朗
と
や
せ
ん
。」（
大
正
蔵
経
四
六
巻
一
頁
）
と
、
筆
録
者
章
安
が
天
台
大
師
の
止
観
法
門
を
天
性
の
優
れ
た
も
の
と
し
て
賞
嘆
し

た
「
天
真
独
朗
」
の
文
を
妙
楽
大
師
が
『
止
觀
輔
行
傳
弘
決
』
卷
第
一
之
一
（
大
正
蔵
経
四
六
巻
一
四
三
頁
）
に
解
釈
し
た
も
の
で
あ
る

が
、
中
古
天
台
で
は
こ
の
文
よ
り
、
凡
夫
の
行
い
が
そ
の
ま
ま
仏
（
無
作
三
身
）
の
振
る
舞
い
で
あ
り
止
観
の
行
で
あ
る
と
し
て
、「
無

作
三
身
」
を
感
得
し
「
凡
夫
即
仏
（
菩
提
）　

仏
即
法
界
」
を
悟
る
「
天
真
独
朗
止
観
」
を
立
て
た
※
。

　

右
『
本
因
妙
抄
』
の
文
で
は
「
天
真
独
朗
」
釈
文
の
下
に
「
行
儀
」
と
あ
る
様
に
、
日
蓮
聖
人
が
「
天
真
独
朗
止
観
」
と
結
び
付
け
た

唱
題
を
行
じ
て
「
凡
夫
即
仏
・
名
字
即
成
」
を
悟
ら
れ
、
釈
尊
が
因
位
の
菩
薩
時
の
修
行
（
本
因
行
）
を
末
法
今
時
の
日
蓮
聖
人
の
名
字

即
凡
夫
の
身
に
移
さ
れ
た
。
即
ち
、
日
蓮
聖
人
の
名
字
即
の
凡
身
が
そ
の
ま
ま
久
遠
元
初
本
因
妙
の
本
仏
《
日
蓮
本
仏
》
で
あ
る
と
、
寿

量
品
文
底
の
妙
法
を
感
得
さ
れ
た
と
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
日
蓮
本
仏
の
根
拠
で
あ
り
、
更
に
「
仏
は
熟
脱
の
教
主
、
某
は
下
種
の
法

主
な
り
」（『
本
因
妙
抄
』
富
要
一
巻
四
頁
）
と
、
日
蓮
本
仏
（
本
因
妙
、
下
種
益
）・
釈
迦
脱
仏
（
本
果
妙
、
脱
益
）
の
種
脱
判
を
配
し

日
蓮
本
仏
論
が
成
立
す
る
。�

※
（『
日
本
佛
教
の
開
展
と
そ
の
基
調
』
下
巻
二
〇
三
頁
参
照
）

◎
問
題
点

【
教
相
】

　

両
巻
血
脈
を
始
め
と
し
た
大
石
寺
教
学
は
、
中
古
天
台
教
学
の
影
響
を
多
大
に
受
け
て
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

中
古
天
台
の
主
な
教
判
と
し
て
、
四
重
興
廃
・
三
種
法
華
の
二
形
式
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
「
四
重
興
廃
」
と
は
、
爾
前
・
迹
門
・
本
門
・
観
心
の
四
重
を
立
て
前
劣
後
勝
に
相
対
さ
せ
、
最
後
に
本
門
教
相
と
観
心
を
相
対
（
教
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観
相
対
）
さ
せ
て
天
真
独
朗
の
止
観
（
観
心
）
を
最
勝
と
す
る
《
止
観
勝
法
華
》
観
心
主
義
の
相
待
教
判
で
あ
る
。

　
「
三
種
法
華
」
と
は
、
根
本
法
華
（
佛
の
内
証
）・
隠
密
法
華
（
法
華
経
以
外
の
一
切
の
教
）・
顕
説
法
華
（
経
文
上
に
唯
一
佛
乗
と
説

く
実
際
の
法
華
経
）
の
三
種
で
あ
り
、
法
華
経
の
開
会
に
基
づ
き
、
一
切
の
教
を
法
華
経
に
帰
一
さ
せ
る
絶
待
教
判
で
あ
っ
た
が
、
中
古

天
台
に
お
い
て
、
三
種
法
華
は
四
重
興
廃
と
結
び
つ
き
、
佛
の
内
証
で
あ
る
根
本
法
華
は
、
本
迹
未
分
（
教
相
上
の
法
華
経
を
超
越
し

た
）
天
真
独
朗
の
観
心
で
あ
る
と
し
た
。（『
日
本
仏
教
教
学
史
』
四
九
二
頁
参
照
）

・�

両
巻
血
脈
に
お
け
る
教
判
論
は
「
四
重
興
廃
」
を
ほ
ぼ
踏
襲
し
た
も
の
で
あ
り
、
教
観
相
対
に
お
い
て
文
底
観
心
の
天
真
独
朗
止
観

（
唱
題
）
を
選
択
し
凡
夫
即
仏
（
日
蓮
本
仏
）
を
開
悟
内
容
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

中
古
天
台
教
相

　

四
重
興
廃
‥
爾
前
・
迹
門
・
本
門
・
観
心
→
教
観
相
対
（
上
底
相
対
）　

止
観
勝
法
華
、
天
真
独
朗
止
観

　

三
種
法
華
‥
根
本
（
内
証
）・
隠
密
（
法
華
以
外
一
切
経
）・
顕
説
（
法
華
経
）
→
根
本
法
華
＝
本
迹
未
分
天
真
独
朗
止
観

【
観
心
】

　
『
立
正
観
鈔
』

　
「
爰
に
知
ん
ぬ
。
天
台
至
極
の
法
門
は
法
華
本
迹
未
分
の
処
に
無
念
の
止
観
を
立
て
て
最
極
の
大
法
と
す
と
云
へ
る
邪
義
、
大
な
る
僻

見
也
と
云
ふ
事
を
。（
中
略
）
若
此
止
観
法
華
経
に
依
ら
ざ
る
と
い
は
ば
、
天
台
の
止
観
教
外
別
伝
の
達
磨
の
天
魔
の
邪
法
に
同
せ
ん
」

（
昭
和
定
本
八
四
九
頁
）
中
老
僧
日
進
上
人
写
本

　

右
文
の
「
法
華
本
迹
未
分
の
処
に
無
念
の
止
観
を
立
て
て
最
極
の
大
法
と
す
と
云
へ
る
邪
義
」
と
は
「
天
眞
獨
朗
観
」
で
あ
り
、「
教
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観
相
対
」
に
お
い
て
「
止
観
勝
法
華
劣
（
上
底
勝
劣
）」《
法
華
経
教
相
と
観
心
を
相
対
さ
せ
て
「
天
眞
獨
朗
観
」
の
観
心
を
最
勝
と
す
る

教
義
》
は
、「
教
外
別
伝　

不
立
文
字
」《
経
典
（
教
相
）
と
は
別
に
禅
（
観
心
）
の
境
地
を
相
伝
》
の
邪
義
を
と
な
え
る
「
禅
天
魔
」
の

禅
宗
と
同
義
で
あ
る
と
批
判
し
て
い
る
。

・�

し
た
が
っ
て
、『
本
因
妙
抄
』
に
お
い
て
日
蓮
聖
人
が
「
天
眞
獨
朗
観
」
を
行
じ
て
文
底
の
久
遠
元
初
自
受
用
報
身
を
感
得
し
日
蓮
本

仏
（
凡
夫
即
仏
・
名
字
即
成
）
を
覚
悟
し
た
と
す
る
大
石
寺
教
学
（
文
上
・
文
底
を
別
体
と
す
る
教
理
）
は
、「
教
外
別
伝
」「
禅
天

魔
」
の
邪
義
と
し
て
日
蓮
聖
人
の
批
判
対
象
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

教
外
別
伝
の
達
磨
の
天
魔
の
邪
法

　
「
法
華
本
迹
未
分
の
処
に
無
念
の
止
観
を
立
て
て
最
極
の
大
法
と
す
と
云
へ
る
邪
義
」
＝
天
真
独
朗
止
観

【
本
因
妙
】

　
『
等
海
口
伝
抄
』（
宗
大
事
口
伝
抄
）
貞
和
五
年
（
一
三
四
九
）
天
台
僧
等
海
著
の
本
因
妙
論
と
の
比
較

　

中
古
天
台
に
お
け
る
本
因
妙
論
は
、『
天
台
宗
全
書　

九
巻
』
所
収
の
『
等
海
口
伝
抄
』
第
十
二
に
見
ら
れ
る
。

　
「
檀
那
は
住
上
に
限
り
、
恵
心
は
住
前
住
上
に
亘
る
中
に
も
専
ら
住
前
と
習
う
也
。
玄
文
一
部
の
配
立
は
住
上
に
約
し
、
止
観
の
配
立

は
住
前
を
以
て
本
因
妙
と
習
う
が
口
傳
に
て
之
有
る
也
。
而
に
止
観
に
於
け
る
直
行
の
者
は
理
即
名
字
よ
り
本
因
行
也
。
解
行
の
機
は
観

行
相
似
よ
り
本
因
行
を
論
る
也
。
檀
那
流
に
は
智
の
一
心
三
観
は
住
上
に
之
論
ず
る
故
に
本
因
妙
は
住
上
に
限
る
と
云
也
。
當
流
に
は
住

前
よ
り
智
の
一
心
三
観
を
習
う
故
に
本
因
妙
住
前
に
有
と
習
也
。」

�

（
天
台
宗
全
書　

九
巻
『
等
海
口
伝
抄
』
第
十
二
「
十
四　

本
因
妙
亘
住
前
住
上
耶
」
一
五
九
頁
）
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右
文
に
あ
る
よ
う
に
、
本
因
妙
の
行
は
、
檀
那
流
で
は
初
住
以
上
（
住
上
）
で
習
う
が
、
恵
心
流
で
は
専
ら
初
住
以
前
（
住
前
）
の
理

即
名
字
（
即
位
）
よ
り
本
因
行
で
あ
る
智
の
一
心
三
観
を
行
じ
る
と
い
う
。

・
両
巻
血
脈
所
説
の
教
学
は
、
初
住
以
前
の
名
字
即
よ
り
本
因
行
の
唱
題
を
行
じ
る
点
で
恵
心
流
に
共
通
す
る
。

　
「
三
に
尋
て
云
く
、
三
身
九
身
を
以
て
如
何
が
本
迹
観
心
を
配
立
せ
ん
耶
。
答
う
。
迹
門
は
應
佛
の
三
身
也
。
本
門
は
報
身
の
三
身
也
。

本
迹
不
二
の
観
心
は
法
中
論
三
の
三
身
也
。」

�

（
天
台
宗
全
書　

九
巻
『
等
海
口
伝
抄
』
第
十
二
「
三　

以
三
身
九
身
配
立
本
迹
観
心
事
」
一
五
三
頁
）

　
「
俊
範
御
義
に
云
く
、
釋
尊
の
本
因
の
行
と
は
、
不
軽
菩
薩
也
。
此
の
菩
薩
は
本
來
有
善
の
者
を
教
導
し
玉
ふ
方
は
化
他
也
。
界
内
穢

土
に
有
り
止
観
を
修
行
す
る
方
は
自
行
也
。
是
を
本
佛
行
因
と
名
る
也
。
本
因
の
行
の
時
の
能
化
の
佛
と
は
、
止
観
の
本
尊
也
。
實
相
也
。

一
心
三
観
也
。
阿
彌
陀
也
。
無
作
の
三
身
也
。
能
化
の
本
佛
も
無
作
の
三
身
也
。
本
果
の
佛
と
云
も
此
の
佛
に
成
る
也
。
無
作
の
三
身
と

は
、
別
に
名
も
無
き
佛
也
。
故
に
経
に
も
釋
に
も
其
名
を
出
で
ざ
る
也
。」

�

（
天
台
宗
全
書　

九
巻
『
等
海
口
伝
抄
』
第
十
二
「
十
五　

釋
迦
本
因
行
時
能
化
佛
事
」
一
六
〇
頁
）

　

右
文
の
通
り
、
釈
尊
の
本
因
行
（
久
遠
実
成
の
行
因
）
と
し
て
常
不
軽
菩
薩
（
釈
尊
の
過
去
世
）
を
上
げ
、
能
化
の
本
佛
を
無
作
三

身
・
本
果
妙
と
し
て
い
る
。
無
作
三
身
は
法
中
論
三
・
無
始
無
終
・
理
顕
本
の
経
文
に
説
か
れ
ぬ
（
文
底
観
心
）
無
名
の
理
法
身
佛
と
し

て
説
か
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
無
作
三
身
の
菩
薩
時
の
本
因
行
な
ど
は
説
か
れ
て
い
な
い
。

・�

両
巻
血
脈
所
説
の
大
石
寺
教
学
は
、
こ
の
無
作
三
身
の
本
来
「
無
始
」
で
あ
る
は
ず
の
成
佛
の
時
を
「
久
遠
元
初
」
と
い
う
架
空
の
時

を
設
定
し
、
上
行
菩
薩
が
本
因
妙
の
題
目
を
唱
え
て
「
久
遠
元
初
」
に
成
佛
し
無
作
三
身
（
久
遠
元
初
自
受
用
報
身
）
と
な
っ
た
と
云
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う
、
経
説
か
ら
逸
脱
し
た
架
空
の
話
を
付
加
し
て
い
る
。

　

こ
の
久
遠
元
初
自
受
用
報
身
（
無
作
三
身
）
と
は
、
本
来
、
無
始
無
終
・
非
因
非
果
で
あ
る
無
作
三
身
に
、「
久
遠
元
初
」
の
報
身
成

道
説
を
付
加
し
「
本
因
妙
」
の
功
徳
を
持
た
せ
た
も
の
と
推
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

─
無
作
三
身　
　

法
中
論
三　

無
始
無
終　

非
因
非
果

　

久
遠
元
初
自
受
用
報
身
─

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

─
自
受
用
報
身　

報
中
論
三　

久
遠
元
初　

本
因
妙

　
「
心
賀
御
義
に
云
く
、
大
通
佛
を
以
て
顕
密
一
致
の
本
尊
と
習
う
也
。
目
出
度
習
事
也
。
口
外
す
べ
か
ら
ず
。
覺
大
師
奏
状
に
云
く
、

先
師
志
傳
法
を
期
し
て
跡
を
叡
峯
に
駐
む
。
○
眞
言
の
教
法　

天
台
の
止
観
、
義
理
冥
符
す
る
こ
と
を
知
っ
て
隨
縁
宣
傳
す
。（
中
略
）

　

釋
尊
本
菩
薩
道
を
行
ぜ
し
時
、
従
う
所
の
師
匠
を
ば
普
賢
と
云
り
、
是
れ
大
日
也
。
本
佛
の
名
は
智
證
の
御
釋
に
無
量
壽
決
定
王
如
來

と
云
う
阿
彌
陀
也
。
無
作
三
身
也
。
本
果
の
佛
と
云
も
此
の
佛
に
成
る
也
。
此
の
時
は
普
賢
と
大
日
と
阿
彌
陀
と
は
、
一
體
異
名
と
覺
た

り
。（
靜
明
御
義
）」

�

（
天
台
宗
全
書　

九
巻
『
等
海
口
伝
抄
』
第
十
二
「
十
三　

大
通
佛
並
本
迹
二
門
佛
不
同
事
」
一
五
九
頁
）

　

中
古
天
台
教
学
は
、「
顕
密
一
致
」
の
下
で
「
眞
言
の
教
法
」（
大
日
法
身
・
真
如
随
縁
論
）
を
「
天
台
の
止
観
」（
一
心
三
観
・
天
真

独
朗
止
観
）
で
感
得
す
る
。
慧
心
僧
都
の
念
仏
信
仰
の
基
に
こ
れ
等
を
加
え
、
大
日
如
来
・
無
作
三
身
・
阿
弥
陀
佛
等
が
「
一
體
異
名
」

の
佛
と
し
て
真
言
の
大
日
法
身
佛
の
下
に
習
合
し
た
も
の
で
あ
る
。（
十
界
即
大
日
一
仏
『
本
覚
思
想
の
源
流
と
展
開
』
三
〇
五
頁
参
照
）

・
こ
の
様
に
中
古
天
台
に
お
い
て
「
無
作
三
身
」
は
、
大
日
如
来
や
阿
弥
陀
佛
と
同
体
異
名
と
し
て
説
か
れ
て
い
た
佛
で
あ
る
。
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─
教
法　

真
言　

無
作
三
身
＝
大
日
如
来
＝
阿
弥
陀
佛

　

顕
密
一
致
─

　
　
　
　
　
　

─
止
観　

天
台　

天
真
独
朗
止
観

・
右
記
、
顕
密
一
致
の
教
理
構
造
か
ら
類
推
す
れ
ば
、
両
巻
血
脈
所
説
の
大
石
寺
教
学
の
教
理
構
造
は
次
図
の
様
に
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

─
文
上　
（
天
台
）　

久
遠
実
成
釈
迦
牟
尼
佛

　
　
　
　
　
　
　

─
教
法
─

　

大
石
寺
教
学
─　
　
　
　

─
文
底　
（
真
言
）　

無
作
三
身（
大
日
如
来
）＝
久
遠
元
初
自
受
用
報
身

　
　
　
　
　
　
　

─
止
観
─
─
─
─
─（
天
台
）　

天
真
独
朗
止
観
→
唱
題

【
日
蓮
聖
人
】

　
「
当
世
も
法
華
経
を
ば
皆
信
じ
た
る
や
う
な
れ
ど
も
、
法
華
経
に
て
は
な
き
な
り
。
其
故
は
法
華
経
と
大
日
経
と
、
法
華
経
と
華
厳
経

と
、
法
華
経
と
阿
弥
陀
経
と
一
な
る
や
う
を
と
く
人
を
ば
悦
で
帰
依
し
、
別
々
な
る
な
ん
ど
申
人
を
ば
用
ず
。
た
と
い
用
れ
ど
も
本
意
な

き
事
と
を
も
へ
り
。」『
開
目
抄
』（
昭
和
定
本
五
四
九
頁
）

　

法
華
経
に
大
日
経
・
華
厳
経
（
真
言
理
論
）・
阿
弥
陀
経
（
慧
心
念
佛
）
の
教
義
を
習
合
し
た
中
古
天
台
教
学
に
対
し
、
日
蓮
聖
人
は

「
法
華
経
に
て
は
な
き
な
り
」
と
、
そ
れ
等
を
廃
す
る
立
場
を
明
確
に
示
さ
れ
て
い
る
。

　
『
天
台
云
く
「
復
修
多
羅
と
合
せ
ば
録
し
て
之
を
用
ふ
。
文
無
く
義
無
き
は
信
受
す
べ
か
ら
ず
」。
伝
教
大
師
云
く
「
仏
説
に
依
憑
し
て

口
伝
を
信
ず
る
こ
と
莫
れ
」
等
と
云
云
。
此
等
の
経
・
論
・
釈
の
ご
と
き
ん
ば
夢
を
本
に
は
す
べ
か
ら
ず
。
た
だ
つ
い
さ
し
て
法
華
経
と
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大
日
経
と
の
勝
劣
を
分
明
に
説
た
ら
ん
経
論
の
文
こ
そ
た
い
せ
ち
に
候
は
め
。』『
撰
時
抄
』（
昭
和
定
本
一
〇
四
四
頁
）

　

こ
の
様
に
、
日
蓮
聖
人
は
、『
法
華
経
』
と
そ
の
解
説
で
あ
る
天
台
三
大
部
と
妙
楽
の
注
釈
（
六
大
部
）
を
確
実
な
文
献
と
し
て
基
礎

に
据
え
、
文
献
主
義
の
立
場
か
ら
天
台
と
真
言
を
同
一
視
す
る
口
伝
法
門
を
批
判
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

日
蓮
聖
人
の
確
実
な
御
遺
文
中
に
中
古
天
台
口
伝
法
門
に
基
づ
く
と
こ
ろ
の
、「
四
重
興
廃
判
」
に
よ
り
文
底
観
心
の
佛
で
あ
る
「
無

作
三
身
」
を
選
択
す
る
【
教
相
】
や
、「
天
真
独
朗
止
観
」
で
「
凡
夫
即
佛
・
日
蓮
本
佛
」
を
悟
る
【
観
心
】、「
無
作
三
身
」
の
因
行
と

し
て
の
【
本
因
妙
】
等
が
見
ら
れ
な
い
事
は
右
記
理
由
に
よ
る
も
の
と
推
さ
れ
る
。

　

次
章
の
「
三
、
日
寛
教
学
」
で
は
、
日
蓮
聖
人
の
天
台
三
大
部
を
基
礎
に
据
え
た
文
献
主
義
の
立
場
か
ら
日
寛
教
学
の
問
題
点
を
見
て

ゆ
く
事
と
す
る
。

三
、
日
寛
所
説
の
大
石
寺
教
学
　
大
石
寺
二
十
六
世
日
寛
（
一
六
六
五
〜
一
七
二
六
）

　
『
六
巻
抄
』
で
は
左
の
文
に
『
法
華
玄
義
』
所
説
の
本
門
三
妙
を
三
大
秘
法
に
配
当
し
解
釈
し
て
い
る
。

　
『
六
巻
抄
』　

三
重
秘
伝
鈔
第
一

　
「
依
義
判
文
抄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
寛
謹
ん
で
記
す

第
八
に
本
門
因
果
国
の
三
妙
の
文

本
因
妙
の
文
に
云
わ
く
、
我
本
菩
薩
の
道
を
行
じ
成
ず
る
処
の
寿
命
云
云
。

我
本
行
菩
薩
道
は
即
ち
是
れ
唱
題
な
り
、
所
成
寿
命
は
即
ち
是
れ
信
心
な
り
、
信
を
以
っ
て
慧
に
代
う
る
が
故
な
り
。
是
の
故
に
本
因
妙
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の
文
は
即
ち
本
門
の
題
目
な
り
。

本
果
妙
の
文
に
云
わ
く
、
我
成
仏
し
て
よ
り
已
来
甚
だ
大
い
に
久
遠
な
り
云
云
。

我
は
即
ち
是
れ
法
身
な
り
、
仏
は
即
ち
是
れ
報
身
な
り
、
已
来
は
即
ち
是
れ
応
身
な
り
、
此
れ
は
是
れ
久
遠
元
初
の
無
作
三
身
な
り
、
故

に
甚
大
久
遠
と
云
う
。
是
の
故
に
本
果
妙
の
文
は
即
ち
是
れ
本
門
の
本
尊
な
り
。

本
国
土
妙
の
文
に
云
わ
く
、
我
常
に
此
の
娑
婆
世
界
に
在
り
云
云
。

本
尊
所
在
の
処
即
ち
是
れ
戒
壇
な
り
。

第
九
に
本
因
の
境
智
行
位
の
文

玄
文
第
七
に
云
わ
く
、
我
本
菩
薩
の
道
を
行
ぜ
し
時
成
ぜ
し
所
の
寿
命
と
は
慧
命
と
は
即
ち
本
時
の
智
妙
な
り
、
我
本
行
と
は
即
ち
本
行

妙
な
り
、
菩
薩
は
是
れ
因
人
な
れ
ば
復
位
妙
を
顕
わ
す
、
一
句
の
文
に
三
妙
を
証
成
す
、
即
ち
本
時
の
因
妙
な
り
云
云
。

妙
楽
云
わ
く
、
一
句
の
下
、
本
因
の
四
義
を
結
す
云
云
。

応
に
知
る
べ
し
、
智
必
ず
境
有
り
、
即
ち
是
れ
本
門
の
本
尊
な
り
、
智
行
の
二
妙
は
即
ち
本
門
の
題
目
な
り
、
位
は
是
れ
可
居
の
義
、
戒

壇
亦
是
れ
所
居
の
処
、
故
に
位
妙
は
戒
壇
を
顕
わ
す
な
り
。
故
に
本
因
の
四
義
は
即
ち
三
大
秘
法
な
り
。」

�

（
富
要
三
巻
一
二
八
〜
九
頁
）

【
本
因
妙
】

　

本
因
妙
は
寿
量
品
「
我
本
菩
薩
の
道
を
行
じ
成
ず
る
処
の
寿
命
」
の
文
所
説
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
以
下
に
釈
す
。

　
「
我
本
行
菩
薩
道
」＝
唱
題
、
本
行
妙

　
「
所
成
寿
命
」　　

＝
信
心
、
以
信
代
慧
、
行
妙
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以
上
を
基
に
本
因
妙
を
本
門
の
題
目
〔
智
妙
・
行
妙
〕
と
す
る
。

【
本
果
妙
】

　

本
果
妙
は
寿
量
品
「
我
成
仏
し
て
よ
り
已
来
甚
だ
大
い
に
久
遠
な
り
」
の
文
所
説
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
以
下
に
釈
す
。

　
「
我
」　

＝
法
身

　
「
仏
」　

＝
報
身

　
「
已
来
」＝
応
身

　
「
甚
大
久
遠
」＝
久
遠
元
初
の
無
作
三
身
（
法
・
報
・
応
）

　
　

以
上
を
基
に
本
果
妙
を
本
門
の
本
尊
〔
境
妙
〕
と
す
る
。

【
本
国
土
妙
】

　

本
国
土
妙
は
寿
量
品
「
我
常
に
此
の
娑
婆
世
界
に
在
り
」
の
文
所
説
で
あ
る
が
、

　

本
国
土
妙
＝
本
尊
と
す
る
本
仏
常
住
の
場
「
本
尊
所
在
の
処
」
を
本
門
の
戒
壇
〔
位
妙
〕
と
す
る
。

　

以
上
の
本
門
三
妙
に
よ
り
「
本
因
の
四
義
」〔
智
・
行
・
境
・
位
〕
が
揃
う
故
に
三
大
秘
法
が
成
立
す
る
。

　

本
門
三
妙
＝
三
大
秘
法

　
　

本
因
妙　

＝
本
門
の
題
目
〔
智
妙
・
行
妙
〕

　
　

本
果
妙　

＝
本
門
の
本
尊
〔
境
妙
〕

　
　

本
国
土
妙
＝
本
門
の
戒
壇
〔
位
妙
〕
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◎
問
題
点

　

本
門
三
妙
は
、
第
一
章
「
天
台
教
学
所
説
本
門
三
妙
」
で
検
証
し
た
通
り
、
法
華
経
本
門
寿
量
品
所
説
の
久
遠
実
成
本
仏
の
功
徳
内
容

で
あ
り
、「
久
遠
元
初
の
無
作
三
身
」
と
は
全
く
無
関
係
で
あ
る
。
本
国
土
妙
は
久
遠
実
成
本
仏
が
娑
婆
国
土
に
偏
在
す
る
も
の
で
あ
り
、

特
定
の
場
所
を
示
す
も
の
で
は
な
い
。

　

し
た
が
っ
て
、
右
『
六
巻
抄
』
所
説
の
本
門
三
妙
は
、『
法
華
玄
義
』
所
説
の
久
遠
実
成
本
仏
に
基
づ
く
本
門
三
妙
を
全
く
関
係
の
な

い
「
久
遠
元
初
の
無
作
三
身
」（
久
遠
元
初
自
受
用
三
身
）
に
盗
用
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
『
観
心
本
尊
抄
文
段
上
』

　
「
観
心
本
尊
抄
文
段
上　
　
　
　
　
　
　

富
山
大
石
寺
二
十
六
世
日
寛
謹
ん
で
記
す

一
、
寿
量
品
に
云
く
、
然
る
に
我
実
に
成
仏
し
て
よ
り
已
来
等
文
。

こ
の
下
は
三
に
久
遠
元
初
に
約
し
て
君
臣
合
体
を
示
す
な
り
。「
我
実
成
仏
已
来
」
と
は
、
今
は
通
明
三
身
に
約
す
る
な
り
。「
我
」
は
即

ち
無
作
の
法
身
、「
成
仏
」
は
即
ち
無
作
の
報
身
、「
已
来
」
は
即
ち
無
作
の
応
身
な
り
。
文
に
「
我
等
が
己
心
の
釈
尊
は
五
百
慶
点
乃
至

所
顕
の
三
身
に
し
て
無
始
の
古
仏
」
と
い
う
な
り
。

問
う
、
い
う
所
の
「
乃
至
」
と
は
、
こ
れ
何
物
を
指
す
や
。

答
う
、
蒙
抄
所
引
の
恵
抄
の
意
は
能
顕
を
以
て
「
乃
至
」
と
い
う
な
り
。
こ
れ
「
所
顕
」
の
二
字
に
望
む
故
な
り
。
こ
れ
に
多
種
の
能
顕

あ
り
。
一
に
は
本
因
妙
は
能
顕
、
本
果
妙
は
所
顕
な
り
。
二
に
は
報
身
は
能
顕
、
法
身
は
所
顕
な
り
。

三
に
は
折
伏
の
行
は
こ
れ
能
顕
、
衆
生
の
仏
種
は
所
顕
な
り
。
四
に
は
妙
法
修
行
は
能
顕
、
己
心
の
妙
法
は
所
顕
な
り
云
云
。
こ
れ
即
ち

忠
抄
の
義
な
り
。
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今
謂
く
、
既
に
「
五
百
慶
点
乃
至
」
と
い
う
、
故
に
こ
れ
時
に
約
す
る
な
り
。
而
も
後
よ
り
前
に
向
い
「
乃
至
」
と
い
う
な
り
。
謂
く

「
五
百
塵
点
」
は
即
ち
こ
れ
久
遠
本
果
の
時
な
り
。「
所
顕
の
三
身
」
は
久
遠
名
字
の
時
に
在
り
。

今
久
遠
本
果
の
時
よ
り
久
遠
名
字
の
時
に
向
っ
て
そ
の
中
間
を
乃
至
す
る
な
り
。
即
ち
諸
抄
の
「
五
百
塵
点
の
当
初
」
の
文
に
同
じ
き
な

り
。
故
に
今
の
「
乃
至
」
は
即
ち
こ
れ
諸
抄
の
「
当
初
」
の
二
字
な
り
。

総
勘
文
抄
に
云
く
「
釈
尊
、
五
百
塵
点
の
当
初
、
凡
夫
の
御
時
即
座
に
開
悟
し
」（
取
意
）
等
云
云
。
当
体
義
抄
に
云
く
「
釈
尊
五
百
慶

点
劫
の
当
初
此
の
妙
法
の
当
体
蓮
華
を
証
得
し
て
」
等
云
云
。

秘
法
抄
に
云
く
「
大
覚
世
尊
・
久
遠
実
成
の
当
初
証
得
の
一
念
三
千
な
り
」
等
云
云
。
此
等
の
諸
抄
の
「
当
初
」
の
二
字
、
こ
れ
を
思
い

合
す
べ
し
。
故
に
今
の
文
意
は
、
我
等
が
己
心
の
釈
尊
は
五
百
塵
点
の
当
初
、
名
字
凡
夫
の
御
時
所
顕
の
三
身
に
し
て
無
始
の
古
仏
な
り

云
云
。

こ
れ
即
ち
久
遠
元
初
の
自
受
用
身
、
報
中
論
三
の
無
作
三
身
な
り
。
諸
門
流
の
輩
こ
の
無
始
の
本
仏
を
知
ら
ず
、
所
以
に
当
文
を
消
す
る

こ
と
能
わ
ざ
る
な
り
。
ま
た
御
義
口
伝
下
十
四
に
云
く
「
我
は
法
身
、
仏
は
報
身
、
来
は
応
身
な
り
此
の
三
身
・
無
始
無
終
の
古
仏
に
し

て
自
得
な
り
、
無
上
宝
聚
不
求
自
得
之
を
思
う
可
し
」
と
云
云
。

文
に
云
く
「
我
本
菩
薩
の
道
を
行
じ
て
乃
至
我
等
が
己
心
の
菩
薩
等
」
と
は
、「
我
等
が
己
心
の
釈
尊
」
は
即
ち
こ
れ
種
家
の
本
果
妙
、

無
始
の
仏
界
な
り
。「
我
等
が
己
心
の
菩
薩
界
」
は
即
ち
こ
れ
種
家
の
本
因
妙
、
無
始
の
九
界
な
り
。
こ
の
本
因
、
本
果
の
釈
尊
は
我
等

が
己
心
の
主
君
な
り
。

地
涌
千
界
の
菩
薩
は
己
心
の
釈
尊
の
眷
属
な
り
。

常
恒
髄
逐
し
て
仏
の
行
化
を
輔
く
。
譬
え
ば
周
公
、
太
公
等
の
如
し
。
こ
の
地
涌
千
界
の
上
行
等
は
我
等
が
己
心
の
菩
薩
界
な
り
。
君
臣

既
に
我
等
が
一
心
に
居
す
。
一
心
豈
君
臣
を
分
た
ん
や
。
故
に
君
臣
合
体
を
示
す
と
い
う
な
り
。
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当
に
知
る
べ
し
、
前
問
の
初
め
に
三
徳
を
挙
げ
て
難
を
設
け
、
今
は
三
徳
に
約
し
て
一
体
を
示
す
な
り
。
文
体
の
首
尾
、
常
山
の
蛇
の
如

し
。
古
来
の
学
者
、
こ
の
意
を
了
せ
ず
。
宗
祖
の
意
に
背
き
、
後
生
を
し
て
迷
わ
し
む
。
一
に
何
ぞ
謬
る
や
。」（
富
要
四
巻
二
五
一
〜
二

頁
）

Ａ　
『
観
心
本
尊
抄
』「
我
等
が
己
心
の
釈
尊
は
五
百
慶
点
乃
至
所
顕
の
三
身
に
し
て
無
始
の
古
仏
」
の
解
釈

①
他
門
流
に
お
け
る
「
乃
至
」
の
解
釈

　
「
蒙
抄
所
引
の
恵
抄
の
意
は
能
顕
を
以
て
「
乃
至
」
と
い
う
な
り
。
こ
れ
「
所
顕
」
の
二
字
に
望
む
故
な
り
。」

　
「
蒙
抄
所
引
の
恵
抄
」
と
は
『
録
内
啓
蒙
』（
安
国
院
日
講
）
に
引
用
の
『
本
尊
抄
恵
抄
』（
小
西
二
三
世
日
恵
）
で
あ
る
。

　

�

恵
抄
に
お
け
る
「
乃
至
」
の
解
釈
は
、
五
百
慶
点
（
久
遠
実
成
・
能
顕
）
に
よ
っ
て
顕
さ
れ
る
三
身
（
所
顕
）
で
あ
り
、
他
を
含
め
て

四
義
が
あ
る
と
い
う
。

　
　

一
に
は
本
因
妙
は
能
顕
、
本
果
妙
は
所
顕
な
り
。

　
　

二
に
は
報
身
は
能
顕
、
法
身
は
所
顕
な
り
。

　
　

三
に
は
折
伏
の
行
は
こ
れ
能
顕
、
衆
生
の
仏
種
は
所
顕
な
り
。

　
　

四
に
は
妙
法
修
行
は
能
顕
、
己
心
の
妙
法
は
所
顕
な
り
。
忠
抄
の
義
（『
観
心
本
尊
抄
見
聞
』
妙
蓮
寺
日
忠
）

②
日
寛
に
お
け
る
「
乃
至
」
の
解
釈

　
『「
五
百
慶
点
乃
至
」
と
い
う
、
故
に
こ
れ
時
に
約
す
る
な
り
。
而
も
後
よ
り
前
に
向
い
「
乃
至
」
と
い
う
な
り
。

　

謂
く
「
五
百
塵
点
」
は
即
ち
こ
れ
久
遠
本
果
の
時
な
り
。「
所
顕
の
三
身
」
は
久
遠
名
字
の
時
に
在
り
。
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�

今
久
遠
本
果
の
時
よ
り
久
遠
名
字
の
時
に
向
っ
て
そ
の
中
間
を
乃
至
す
る
な
り
。
即
ち
諸
抄
の
「
五
百
塵
点
の
当
初
」
の
文
に
同
じ
き

な
り
。
故
に
今
の
「
乃
至
」
は
即
ち
こ
れ
諸
抄
の
「
当
初
」
の
二
字
な
り
。』

　

�

以
上
の
通
り
、
五
百
慶
点
（
久
遠
実
成
）
よ
り
前
の
時
を
示
す
為
に
「
乃
至
」
を
用
い
た
と
す
る
。
つ
ま
り
は
、
五
百
慶
点
（
久
遠
実

成
・
本
果
妙
）
よ
り
前
の
久
遠
元
初
（
本
因
妙
）
に
顕
さ
れ
た
「
所
顕
の
三
身
」（
自
受
用
報
身
）
と
い
う
意
味
で
、
久
遠
実
成
以
前

の
久
遠
元
初
へ
至
る
中
間
を
「
乃
至
」
で
表
し
た
と
す
る
。
ま
た
、「
乃
至
」
は
、
他
の
御
書
の
「
当
初
」（
そ
の
か
み
）
と
同
義
で
あ

る
と
い
う
。
そ
の
例
と
し
て
次
の
三
書
を
挙
げ
て
い
る
。

　
『
総
勘
文
抄
』「
釈
尊
、
五
百
塵
点
の
当
初
、
凡
夫
の
御
時
即
座
に
開
悟
し
」（
取
意
）
等
云
云
。

　
『
当
体
義
抄
』「
釈
尊
五
百
慶
点
劫
の
当
初
此
の
妙
法
の
当
体
蓮
華
を
証
得
し
て
」
等
云
云
。

　
『
三
大
秘
法
抄
』「
大
覚
世
尊
・
久
遠
実
成
の
当
初
証
得
の
一
念
三
千
な
り
」
等
云
云
。

　
「
故
に
今
の
文
意
は
我
等
が
己
心
の
釈
尊
は
五
百
塵
点
の
当
初
、
名
字
凡
夫
の
御
時
所
顕
の
三
身
に
し
て
無
始
の
古
仏
な
り
云
云
。
こ

れ
即
ち
久
遠
元
初
の
自
受
用
身
、
報
中
論
三
の
無
作
三
身
な
り
。
諸
門
流
の
輩
こ
の
無
始
の
本
仏
を
知
ら
ず
、
所
以
に
当
文
を
消
す
る
こ

と
能
わ
ざ
る
な
り
。」

　

前
記
の
御
書
に
お
け
る
「
当
初
」（
そ
の
か
み
）
の
用
法
は
、『
観
心
本
尊
抄
』「
我
等
が
己
心
の
釈
尊
は
五
百
慶
点
（
久
遠
実
成
・
本

果
妙
）
乃
至
（
＝
当
初
…
よ
り
以
前
の
久
遠
元
初
・
本
因
妙
）
所
顕
の
三
身
に
し
て
無
始
の
古
仏
（
久
遠
元
初
自
受
用
身
＝
無
作
三
身
）」

と
同
義
で
あ
る
と
す
る
。
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久
遠
元
初
に
成
道
し
た
無
作
三
身
は
、
右
文
の
通
り
「
報
中
論
三
の
無
作
三
身
な
り
」
と
、
報
身
中
心
説
を
説
く
。
こ
の
様
に
、
久
遠

元
初
自
受
用
報
身
（
無
作
三
身
）
と
は
、
本
来
、
修
因
感
果
の
無
い
因
果
を
超
絶
し
た
（『
天
台
教
学
史
』
三
九
八
頁
）、
無
始
無
終
・
非

因
非
果
（
因
行
果
徳
の
無
い
）・
理
顕
本
（
法
中
論
三
）
で
あ
る
無
作
三
身
に
、「
久
遠
元
初
」
の
報
身
成
道
説
を
付
加
し
「
本
因
妙
」
の

功
徳
を
持
た
せ
た
も
の
と
推
さ
れ
る
。

　

己
心
の
釈
尊
＝
無
始
の
古
仏
＝
久
遠
元
初
自
受
用
身
＝
無
作
三
身

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

─
無
作
三
身　
　

法
中
論
三　

無
始
無
終　

非
因
非
果　

＝
大
日
如
来

　

久
遠
元
初
自
受
用
報
身
─

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

─
自
受
用
報
身　

報
中
論
三　

久
遠
元
初　

本
因
妙

◎
問
題
点

　

こ
の
様
な
非
因
非
果
の
無
作
三
身
に
、「
久
遠
元
初
」
の
報
身
成
道
（
本
因
妙
）
と
い
う
経
論
に
反
し
た
架
空
の
説
を
接
合
し
た
久
遠

元
初
自
受
用
報
身
な
る
佛
は
、
既
に
理
論
上
破
綻
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
無
作
三
身
と
は
大
日
如
来
の
同
体
異
名
で
あ
る
こ
と
は
第
二

章
の
問
題
点
で
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。

　
『
大
漢
和
辞
典
』
に
お
け
る
「
乃
至
」「
当
初
」
の
解
釈
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　

乃
至
…
何
々
か
ら
何
々
に
至
る
ま
で
の
義
。
中
間
省
略
の
辭
。
其
れ
と
も
又
。『
大
漢
和
辞
典
』
第
一
巻
三
四
〇
頁

　

當
初
（
当
初
）
…
は
じ
め
。
最
初
。
以
前
。『
大
漢
和
辞
典
』
第
七
巻
一
一
二
九
頁

　

日
寛
の
解
説
に
基
づ
き
、
久
遠
実
成
以
前
（
乃
至
・
当
初
・
そ
の
か
み
）
に
一
念
三
千
を
証
得
し
成
道
し
た
と
す
る
な
ら
ば
、
一
念
三

千
が
久
遠
実
成
以
前
に
成
立
し
て
い
た
事
と
な
る
が
、
そ
の
根
拠
は
無
い
。
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釈
尊
の
久
遠
実
成
に
よ
っ
て
一
念
三
千
が
成
立
し
た
事
は
、『
摩
訶
止
観
』
所
説
一
念
三
千
の
注
釈
で
あ
る
『
止
觀
輔
行
傳
弘
決
』
の

「
結
成
理
境
」
に
説
か
れ
、
日
蓮
聖
人
は
『
観
心
本
尊
抄
』
に
十
界
互
具
・
理
具
一
念
三
千
の
成
立
と
し
て
引
用
し
て
い
る
。
こ
の
点
に

つ
い
て
は
、
第
四
章
日
蓮
聖
人
の
本
因
本
果
論
に
解
説
す
る
。

　

ま
た
、
日
寛
の
見
解
と
し
て
、
①
に
記
し
た
諸
門
流
は
、
こ
の
久
遠
元
初
の
本
仏
を
知
ら
ず
、
久
遠
実
成
を
本
仏
と
し
て
い
る
と
い
う

が
、
実
際
に
は
、
教
観
相
対
で
文
底
観
心
に
無
作
三
身
を
説
く
理
顕
本
を
正
意
と
す
る
門
流
が
多
数
あ
っ
た
事
実
（『
日
蓮
宗
教
学
史
』

第
三
編　

江
戸
前
期
参
照
）
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

Ｂ　

久
遠
元
初
に
約
し
て
君
臣
合
体
を
示
す

　
『
観
心
本
尊
抄
』

　
『
寿
量
品
に
云
く
「
し
か
る
に
我
実
に
成
仏
し
て
よ
り
已
来
、
無
量
無
辺
百
千
万
億
那
由
他
劫
な
り
」
等
云
云
。
我
等
が
己
心
の
釈
尊
、

五
百
塵
点
、
乃
至
、
所
顕
の
三
身
に
し
て
無
始
の
古
仏
な
り
。

経
に
云
く
「
我
れ
本
、
菩
薩
の
道
を
行
じ
て
成
ぜ
し
所
の
寿
命
、
今
な
お
い
ま
だ
尽
き
ず
。
復
上
の
数
に
倍
せ
り
」
等
云
云
。
我
等
が
己

心
の
菩
薩
等
な
り
。
地
涌
千
界
の
菩
薩
は
、
己
心
の
釈
尊
の
眷
属
な
り
。
例
せ
ば
太
公
・
周
公
旦
等
は
、
周
武
の
臣
下
に
し
て
、
成
王
幼

稚
の
眷
属
。〈
中
略
〉
上
行
・
無
辺
行
・
浄
行
・
安
立
行
等
は
、
我
等
が
己
心
の
菩
薩
な
り
。』（
昭
和
定
本
七
一
二
頁
）

　
『
文
に
云
く
「
我
本
菩
薩
の
道
を
行
じ
て
乃
至
我
等
が
己
心
の
菩
薩
等
」
と
は
、「
我
等
が
己
心
の
釈
尊
」
は
即
ち
こ
れ
種
家
の
本
果
妙
、

無
始
の
仏
界
な
り
。「
我
等
が
己
心
の
菩
薩
界
」
は
即
ち
こ
れ
種
家
の
本
因
妙
、
無
始
の
九
界
な
り
。
こ
の
本
因
、
本
果
の
釈
尊
は
我
等

が
己
心
の
主
君
な
り
。
地
涌
千
界
の
菩
薩
は
己
心
の
釈
尊
の
眷
属
な
り
。
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常
恒
髄
逐
し
て
仏
の
行
化
を
輔
く
。
譬
え
ば
周
公
、
太
公
等
の
如
し
。
こ
の
地
涌
千
界
の
上
行
等
は
我
等
が
己
心
の
菩
薩
界
な
り
。
君
臣

既
に
我
等
が
一
心
に
居
す
。
一
心
豈
君
臣
を
分
た
ん
や
。
故
に
君
臣
合
体
を
示
す
と
い
う
な
り
。

当
に
知
る
べ
し
、
前
問
の
初
め
に
三
徳
を
挙
げ
て
難
を
設
け
、
今
は
三
徳
に
約
し
て
一
体
を
示
す
な
り
。』

　

前
掲
の
『
観
心
本
尊
抄
』（
昭
和
定
本
七
一
二
頁
）
略
文
）　

の
文
よ
り
、

　
「
我
等
が
己
心
の
釈
尊
」　

＝
種
家
（
本
因
下
種
）
の
本
果
妙
、
無
始
（
久
遠
元
初
）
の
仏
界

　
「
我
等
が
己
心
の
菩
薩
界
」＝
種
家
（
本
因
下
種
）
の
本
因
妙
、
無
始
（
久
遠
元
初
）
の
九
界

　

と
、
本
因
下
種
論
（
種
家
）
に
基
づ
き
、
己
心
の
釈
尊
を
本
果
妙
、
菩
薩
界
（
地
涌
菩
薩
）
を
本
因
妙
に
配
し
、

　
「
こ
の
本
因
、
本
果
の
釈
尊
は
我
等
が
己
心
の
主
君
な
り
。」
と
、
種
家
の
本
因
本
果
を
具
え
る
己
心
の
釈
尊
（
久
遠
元　

初
自
受
用

身
・
無
作
三
身
）
を
主
君
と
し
、

　
「
地
涌
千
界
の
菩
薩
は
己
心
の
釈
尊
の
眷
属
な
り
。」
と
、
上
行
等
の
地
涌
千
界
の
菩
薩
を
己
心
の
釈
尊
の
眷
属
で
あ
る
臣
下
と
し
、

　
「
常
恒
髄
逐
し
て
仏
の
行
化
を
輔
く
。
譬
え
ば
周
公
、
太
公
等
の
如
し
。
こ
の
地
涌
千
界
の
上
行
等
は
我
等
が
己
心
の
菩
薩
界
な
り
。

君
臣
既
に
我
等
が
一
心
に
居
す
。
一
心
豈
君
臣
を
分
た
ん
や
。
故
に
君
臣
合
体
を
示
す
と
い
う
な
り
。」

　

と
、
君
臣
一
体
と
な
っ
た
活
動
が
己
心
の
一
心
に
具
す
と
し
て
君
臣
合
体
を
説
く
。

　

以
上
の
君
臣
合
体
説
に
よ
り
釈
尊
と
上
行
菩
薩
の
一
体
を
説
く
こ
と
で
釈
尊
の
「
本
果
妙
」
の
因
行
と
し
て
上
行
菩
薩
の
「
本
因
妙
」

を
関
連
付
け
た
と
推
さ
れ
る
。
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こ
の
君
臣
合
体
説
は
、『
百
六
箇
抄
』
に
日
蓮
聖
人
が
「
本
地
自
受
用
報
身
の
垂
迹　

上
行
菩
薩
の
再
誕
」
と
、
久
遠
元
初
自
受
用
身

【
君
主
】
の
垂
迹
身
（
内
証
）
と
上
行
菩
薩
【
臣
下
】
の
再
誕
（
外
用
）
と
い
う
二
者
を
兼
ね
備
え
た
存
在
と
し
て
示
さ
れ
た
事
の
根
拠

と
な
る
も
の
で
も
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

─
釈
尊（
久
遠
元
初
自
受
用
身
）・
本
果
妙
【
君
主
】
→
日
蓮
本
仏（
内
証
）─

　

日
蓮
聖
人　

己
心
─　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

─【
君
臣
合
体
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　

─
上
行
等
地
涌
千
界
の
菩
薩　

・
本
因
妙
【
臣
下
】
→
上
行
再
誕（
外
用
）─

◎
問
題
点

　

前
記
『
観
心
本
尊
抄
文
段
上
』
で
は
、『
観
心
本
尊
抄
』
に
「
己
心
の
菩
薩
界
」
と
し
て
示
さ
れ
た
寿
量
品
「
我
本
菩
薩
の
道
を
行
じ

成
ず
る
処
の
寿
命
」
の
「
本
因
妙
」
の
文
と
「
地
涌
千
界
の
菩
薩
」
の
文
を
君
臣
合
体
説
に
よ
り
、
釈
尊
の
菩
薩
時
「
我
本
行
菩
薩
道
」

＝
上
行
等
地
涌
千
界
の
菩
薩
＝
「
本
因
妙
」
と
し
て
、
上
行
菩
薩
と
本
因
妙
を
関
連
づ
か
せ
た
と
推
さ
れ
る
。

　

前
記
『
観
心
本
尊
抄
』
文
中
に
「
地
涌
千
界
の
菩
薩
は
己
心
の
釈
尊
の
眷
属
な
り
。」
と
、
あ
る
通
り
、
地
涌
の
菩
薩
が
久
遠
実
成
釈

迦
牟
尼
佛
の
久
遠
の
弟
子
・
眷
属
で
あ
り
別
人
格
で
あ
る
根
拠
は
、『
法
華
玄
義
』
所
説
の
「
三
種
教
相
」
中
「
第
三　

師
弟
の
遠
近
不

遠
近
の
相
」
や
「
本
門
十
妙
」
中
「
本
眷
属
妙
」
に
明
記
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
Ｄ
の
問
題
点
①
②
で
詳
細
を
述

べ
る
。

Ｃ　

本
門
の
釈
尊
を
脇
士
と
為
す

　
『
観
心
本
尊
抄
文
段
下
』

　
『
文
に
云
く
「
此
の
時
地
涌
千
界
出
現
し
て
本
門
の
釈
尊
を
脇
士
と
為
す
一
閻
浮
提
第
一
の
本
尊
此
の
国
に
立
つ
可
し
」
と
は
、
こ
れ
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即
ち
妙
法
五
字
の
本
尊
な
り
。
前
の
文
に
云
く
「
塔
中
の
妙
法
蓮
華
経
の
左
右
に
は
釈
迦
牟
尼
仏
・
多
宝
仏
」
と
云
云
。
こ
の
文
の
意
な

り
。
ま
た
云
く
「
此
の
時
地
涌
の
菩
薩
始
め
て
世
に
出
現
し
但
妙
法
蓮
華
経
の
五
字
を
以
て
幼
稚
に
服
せ
し
む
」
と
云
云
。〈
中
略
〉

　

然
る
に
当
家
の
意
は
、
別
し
て
仏
の
中
に
於
て
も
本
門
の
仏
を
以
て
脇
士
と
す
る
妙
法
五
字
の
本
尊
な
り
。
豈
閻
浮
第
一
に
非
ず
や
。

「
月
氏
震
旦
に
末
だ
此
の
本
尊
有
さ
ず
」
と
は
、
御
本
尊
の
讃
に
云
く
「
一
閻
浮
提
の
内
未
曽
有
の
大
曼
茶
羅
な
り
」
と
云
云
。
即
ち
こ

の
意
な
り
。』（
富
要
四
巻
二
九
六
頁
）

　
『
観
心
本
尊
抄
』「
此
時
地
涌
千
界
出
現
本
門
釈
尊
為
脇
士　

一
閻
浮
提
第
一
本
尊
可
立
此
国
。」（
昭
和
定
本
七
一
九
頁
）
の
原
文
を
書

き
下
し
、「
此
の
時
地
涌
千
界
出
現
し
て
本
門
の
釈
尊
を
脇
士
と
為
す
一
閻
浮
提
第
一
の
本
尊
此
の
国
に
立
つ
可
し
」
と
解
釈
す
る
。
つ

ま
り
は
、
曼
荼
羅
本
尊
に
お
け
る
中
央
の
妙
法
蓮
華
経
（
本
因
妙
）
を
Ｂ
「
君
臣
合
体
」
の
「
上
行
菩
薩
・
久
遠
元
初
自
受
用
報
身
」
と

し
、
本
門
所
説
久
遠
実
成
釈
迦
牟
尼
仏
を
脇
士
に
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　

南
無
多
寶
如
来

　

曼
荼
羅
本
尊
─
南
無
妙
法
蓮
華
経
＝
本
因
妙
＝
久
遠
元
初
自
受
用
報
身
（
上
行
菩
薩
）

　
　
　
　
　
　
　
　

南
無
釈
迦
如
来
＝
本
果
妙
＝
久
遠
実
成
釈
迦
牟
尼
仏

◎
問
題
点

　
『
観
心
本
尊
抄
』

　
「
此
の
時
地
涌
千
界
出
現
し
て
、
本
門
の
釈
尊
の
脇
士
と
な
り
て
」（
昭
和
定
本
七
一
九
頁
）

　
「
地
涌
千
界
は
、
教
主
釈
尊
の
初
発
心
の
弟
子
な
り
」（
昭
和
定
本
七
一
九
頁
）
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大
石
寺
教
学
で
前
記
『
観
心
本
尊
抄
』
の
「
此
の
時
地
涌
千
界
出
現
し
て
本
門
の
釈
尊
を
脇
士
と
為
す
」
と
読
み
下
す
文
は
、
日
蓮
宗

で
は
、「
此
の
時
地
涌
千
界
出
現
し
て
、
本
門
の
釈
尊
の
脇
士
と
な
り
て
」（
昭
和
定
本
七
一
九
頁
）
と
読
む
。
同
箇
所
の
後
文
に
「
地
涌

千
界
は
、
教
主
釈
尊
の
初
発
心
の
弟
子
な
り
」（
昭
和
定
本
七
一
九
頁
）
と
、
あ
る
通
り
、
地
涌
菩
薩
は
本
門
久
遠
実
成
釈
迦
牟
尼
佛
の

弟
子
で
あ
り
、「
本
門
の
釈
尊
を
脇
士
と
為
す
」
こ
と
は
当
然
あ
り
え
な
い
。

　

地
涌
の
菩
薩
が
久
遠
実
成
釈
迦
牟
尼
佛
の
久
遠
の
弟
子
・
眷
属
で
あ
る
根
拠
は
、
次
節
Ｄ
の
問
題
点
①
第
三
の
法
門
＝
師
弟
の
遠
近
不

遠
近
の
相
、
②
本
眷
属
妙
で
詳
細
を
述
べ
る
。

Ｄ　

第
三
の
法
門

　
『
六
巻
抄
』
三
重
秘
伝
鈔
第
一

　
『「
日
蓮
が
法
門
は
第
三
の
法
門
な
り
、
世
間
に
は
粗
夢
の
如
く
一
二
を
ば
申
せ
ど
も
第
三
を
ば
申
さ
ず
候
等
」
云
云
。
今
謹
ん
で
案
じ

て
曰
わ
く
、
一
に
は
爾
前
は
当
分
、
迹
門
は
跨
節
、
是
れ
権
実
相
対
に
し
て
第
一
の
法
門
な
り
。
二
に
は
迹
門
は
当
分
、
本
門
は
跨
節
、

是
れ
本
迹
相
対
に
し
て
第
二
の
法
門
な
り
。
三
に
は
脱
益
は
当
分
、
下
種
は
跨
節
、
是
れ
種
脱
相
対
に
し
て
第
三
の
法
門
な
り
。
此
れ
則

ち
宗
祖
が
出
世
の
本
意
な
り
、
故
に
日
蓮
が
法
門
と
云
う
な
り
。
今
一
念
三
千
の
法
門
は
但
文
底
秘
沈
と
曰
う
、
意
此
こ
に
あ
り
、
学
者

深
く
思
え
云
云
。
問
う
、
当
流
の
諸
師
・
他
門
の
学
者
皆
第
三
の
教
相
を
以
っ
て
即
ち
第
三
の
法
門
と
名
づ
く
。
然
る
に
今
種
脱
相
対
を

以
っ
て
名
づ
け
て
第
三
の
法
門
と
な
す
、
此
の
事
前
代
に
未
だ
聞
か
ず
、
若
し
明
文
な
く
ん
ば
誰
か
之
れ
を
信
ず
べ
け
ん
や
。
答
う
、
若

し
第
三
の
教
相
は
仍
お
天
台
の
法
門
に
し
て
日
蓮
が
法
門
に
は
非
ず
。
応
に
知
る
べ
し
、
彼
の
天
台
の
第
一
第
二
は
通
じ
て
当
流
の
第
一

に
属
し
、
彼
の
第
三
の
教
相
は
即
ち
当
流
の
第
二
に
属
す
る
こ
と
を
。
故
に
彼
の
三
種
の
教
相
を
以
っ
て
若
し
当
流
に
望
む
る
則
ん
ば
二

種
の
教
相
と
な
る
な
り
。
妙
楽
の
、
前
の
両
意
は
迹
門
に
約
し
、
後
の
一
意
は
本
門
に
約
す
と
云
う
は
是
れ
な
り
。
更
に
種
脱
相
対
の
一

種
を
加
え
て
以
っ
て
第
三
と
為
す
、
故
に
日
蓮
が
法
門
と
云
う
な
り
。
今
明
文
を
引
い
て
以
っ
て
此
の
義
を
証
せ
ん
。
十
法
界
抄
に
云
わ
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く
、
四
重
興
廃
云
云
。
血
脈
抄
に
云
わ
く
、
四
重
浅
深
云
云
。
又
云
わ
く
、
下
種
三
種
の
教
相
云
云
。
本
尊
抄
に
云
わ
く
、
彼
は
脱
、
此

れ
は
種
な
り
等
云
云
。
秘
す
べ
し
、
秘
す
べ
し
云
云
。』

　
『
富
木
入
道
殿
御
返
事
』
の
「
日
蓮
が
法
門
は
第
三
の
法
門
な
り
、
世
間
に
は
粗
夢
の
如
く
一
二
を
ば
申
せ
ど
も
第
三
を
ば
申
さ
ず
候

等
」
所
説
、
日
蓮
聖
人
の
「
第
三
の
法
門
」
に
つ
い
て
日
寛
は
、
第
一
の
法
門
を
「
権
実
相
対
」、
第
二
の
法
門
を
「
本
迹
相
対
」、
第
三

の
法
門
を
「
種
脱
相
対
」
に
配
当
し
、
天
台
『
法
華
玄
義
』
所
説
の
「
三
種
教
相
」
を
妙
楽
『
法
華
玄
義
釈
籤
』
の
注
釈
よ
り
、「
迹
門
」

に
基
づ
く
「
第
一　

根
性
の
融
不
融
の
相
」
と
「
第
二　

化
道
の
始
終
不
始
終
の
相
」
は
「
権
実
相
対
」
に
、「
本
門
」
に
基
づ
く
「
第

三　

師
弟
の
遠
近
不
遠
近
の
相
」
は
「
本
迹
相
対
」
に
該
当
す
る
と
し
て
い
る
。

　

大
石
寺
教
学　
　
　
　
　
　

天
台
三
種
教
相

　

第
一
の
法
門
＝
権
実
相
対
…
第
一　

根
性
の
融
不
融
の
相
、
第
二　

化
道
の
始
終
不
始
終
の
相

　

第
二
の
法
門
＝
本
迹
相
対
…
第
三　

師
弟
の
遠
近
不
遠
近
の
相

　

第
三
の
法
門
＝
種
脱
相
対

　

大
石
寺
教
学
の
種
脱
相
対
（
教
観
相
対
）
は
、
第
二
章
「
Ａ
両
巻
血
脈
の
教
学
」
に
解
説
し
た
の
で
省
略
す
る
が
、
図
示
す
る
と
次
図

の
様
に
な
る
。

　
　
　
　
　
　

─
教
相　

正
像
・
熟
脱
益　

本
果
妙　

久
遠
実
成　

釈
迦
脱
仏　

本
已
有
善

　

種
脱
相
対
─

（
教
観
相
対
）
─
観
心　

末
法
・
下
種
益　

本
因
妙　

久
遠
元
初　

日
蓮
本
仏　

本
未
有
善
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◎
問
題
点

　
『
富
木
入
道
殿
御
返
事
』

　
「
日
蓮
が
法
門
は
第
三
の
法
門
也
。
世
間
粗
如
夢
一
二
を
ば
申
ど
も
、
第
三
不
申
候
。
第
三
法
門
は
天
台
・
妙
楽
・
伝
教
も
粗
示
之
未

事
了
。
所
詮
譲
与
末
法
之
今
也
。
五
々
百
歳
は
是
也
。」（
昭
和
定
本
一
五
八
九
頁
）

　
『
富
木
入
道
殿
御
返
事
』（『
禀
権
出
界
鈔
』）
は
、
富
木
日
常
上
人
が
天
台
宗
学
匠
の
了
性
房
と
の
法
論
の
経
過
を
日
蓮
聖
人
に
伝
え
た

返
事
で
あ
る
。
対
告
衆
が
日
興
門
下
の
僧
で
な
い
時
点
で
「
第
三
の
法
門
」
を
大
石
寺
教
学
の
「
種
脱
相
対
」
で
な
い
こ
と
は
自
明
で
あ

る
。
当
然
な
が
ら
、
対
告
衆
で
あ
る
日
常
上
人
・
中
山
門
流
に
大
石
寺
教
学
と
同
等
の
「
種
脱
相
対
」
の
教
義
は
無
い
。
ま
た
、「
第
三

法
門
は
天
台
・
妙
楽
・
伝
教
も
粗
示
之
未
事
了
。」
と
、
天
台
・
妙
楽
・
伝
教
大
師
が
第
三
法
門
を
ほ
ぼ
示
し
て
い
た
と
あ
る
が
三
者
に

「
種
脱
相
対
」
の
教
義
は
無
い
。

　
『
富
木
入
道
殿
御
返
事
』（『
禀
権
出
界
鈔
』）
前
掲
文
の
次
に
、

「
但
彼
法
師
等
が
彼
の
釈
を
知
候
は
ぬ
は
さ
て
を
き
候
ぬ
。
六
十
巻
に
な
し
な
ん
ど
申
は
天
の
せ
め
な
り
。
謗
法
の
科
の
法
華
経
の
御
使

に
値
て
顕
れ
候
な
り
。」（
昭
和
定
本
一
五
八
九
頁
）

　

と
あ
る
様
に
、
日
蓮
聖
人
は
、
こ
の
御
書
の
主
題
で
あ
る
天
台
三
大
部
に
妙
楽
の
釈
を
加
え
た
「
六
十
巻
」
内
に
説
か
れ
た
教
義
（『
文

句
記
』「
禀
権
出
界
名
為
虚
出
」
所
説
）
を
無
い
と
答
え
た
了
性
に
「
謗
法
の
科
」
と
し
て
天
罰
が
あ
っ
た
と
批
判
さ
れ
て
い
る
事
か
ら
、

前
文
の
「
第
三
の
法
門
」
も
天
台
「
六
十
巻
」
の
内
に
説
か
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、『
法
華
玄
義
』
所
説
、「
三
種
教
相
」
の
「
第
三　

師

弟
の
遠
近
不
遠
近
の
相
」
が
こ
れ
に
該
当
す
る
。
天
台
「
六
十
巻
」
に
説
か
れ
ぬ
大
石
寺
教
学
の
「
種
脱
相
対
」
を
「
第
三
の
法
門
」
と

す
る
事
は
論
外
で
あ
ろ
う
。



345

大石寺教学における本因妙論の検証（小瀨）

①
第
三
の
法
門
＝
師
弟
の
遠
近
不
遠
近
の
相

　
『
法
華
玄
義
』
巻
一　

七
番
共
解　

一
票
章
（
大
正
蔵
経
三
三
巻　

六
八
三
頁
）

　
「
教
相
爲
三
。
一
根
性
融
不
融
相
。
二
化
道
始
終
不
始
終
相
。
三
師
弟
遠
近
不
遠
近
相
。」

　
『
法
華
玄
義
釈
籤
』
巻
一　

七
番
共
解　

一
票
章
（
大
正
蔵
経
三
三
巻　

八
二
二
頁
）
右
文
の
注
釈

　
「
列
中
三
意
者
。
前
之
兩
意
約
迹
門
。
後
之
一
意
約
本
門
。」

　

三
種
教
相
…
第
一　

根
性
の
融
不
融
の
相
、
第
二　

化
道
の
始
終
不
始
終
の
相
、
第
三　

師
弟
の
遠
近
不
遠
近
の
相

　
「
三
種
教
相
」
は
、
右
の
『
法
華
玄
義
』
所
説
で
あ
り
、「
第
三　

師
弟
の
遠
近
不
遠
近
の
相
」
は
、『
法
華
経
』
本
門
従
地
涌
出
品
第

十
五
か
ら
如
来
寿
量
品
第
十
六
に
説
か
れ
る
、
釈
尊
（
師
）
と
上
行
等
地
涌
菩
薩
（
弟
子
）
の
久
遠
の
師
弟
関
係
を
『
法
華
経
』
の
み
の

教
相
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

日
蓮
聖
人
に
お
け
る
種
熟
脱
の
三
益
論
は
、
三
種
教
相
中
の
「
第
二　

化
道
の
始
終
不
始
終
の
相
」
所
説
の
三
益
説
よ
り
本
門
三
益
を

立
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

②
本
眷
属
妙

　

釈
尊
（
師
）
と
上
行
等
地
涌
菩
薩
（
弟
子
）
の
久
遠
の
師
弟
関
係
は
、『
法
華
玄
義
』
本
門
十
妙
中
の
「
本
眷
属
妙
」
に
も
明
示
さ
れ

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
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『
法
華
玄
義
』
本
門
十
妙　

本
眷
属
妙
（
大
正
蔵
経
三
三
巻　

七
六
六
・
七
六
八
頁
）

　
『
文
に
云
は
く
、「
此
の
諸
の
菩
薩
は
身
皆
な
金
色
な
り
、
下
方
の
空
中
に
住
す
。

　

此
等
は
是
れ
我
が
子
な
り
。
我
れ
久
遠
從
り
來
た
、
是
等
の
衆
を
教
化
す
」
と
、
即
ち
本
眷
屬
妙
也
。』

　
『
七
に
本
眷
屬
妙
と
は
、
經
に
云
は
く
、

　
「
此
の
諸
の
菩
薩
は
下
方
の
空
中
に
住
す
。
此
等
は
是
れ
我
子
、
我
は
則
ち
是
れ
父
な
り
」
と
。（
中
略
）

　

地
涌
千
界
は
皆
是
れ
本
時
の
應
の
眷
屬
也
。』（
應
＝
應
生
）（
國
譯
一
切
經　

経
疏
部
一　

二
七
六
・
二
八
四
頁
）

　

右
文
の
通
り
、「
本
眷
属
妙
」
は
、『
法
華
経
』
本
門　

従
地
涌
出
品
第
十
五
の
「
此
諸
菩
薩
身
皆
金
色
。
下
方
空
中
住
。

　

此
等
是
我
子
。
我
從
久
遠
來
。
教
化
是
等
衆
。」
所
説
で
あ
り
、
上
行
等
の
地
涌
菩
薩
は
釈
尊
が
久
遠
実
成
以
来
教
化
し
て
き
た
弟

子
・
眷
属
で
あ
る
と
、
久
遠
の
師
弟
関
係
を
明
か
し
た
も
の
で
あ
り
、
涌
出
品
所
説
「
此
等
是
我
子
。」
と
、
釈
尊
を
父
、
地
涌
菩
薩
を

子
と
し
、
親
子
関
係
に
喩
え
て
説
い
て
い
る
。

　
『
観
心
本
尊
抄
』「
地
涌
千
界
の
菩
薩
は
己
心
の
釈
尊
の
眷
属
な
り
。」（
昭
和
定
本
七
一
二
頁
）

　

以
上
の
通
り
、
法
華
経
・
天
台
「
六
十
巻
」
所
説
に
反
し
、
釈
尊
と
地
涌
菩
薩
の
師
弟
関
係
の
逆
転
を
説
く
大
石
寺
教
学
は
日
蓮
聖
人

が
「
謗
法
の
科
」
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、「
主
師
親
の
三
徳
」
に
反
す
る
不
孝
の
輩
で
も
あ
る

　

大
石
寺
教
学
に
お
い
て
「
三
種
教
相
」
の
「
第
三　

師
弟
の
遠
近
不
遠
近
の
相
」
は
釈
尊
と
地
涌
菩
薩
の
久
遠
の
師
弟
関
係
を
説
く
為

に
不
都
合
で
あ
る
の
で
「
第
二
の
法
門
」
に
配
し
、「
第
三
の
法
門
」
に
「
種
脱
相
対
」
を
配
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
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①
第
三
の
法
門
＝
師
弟
の
遠
近
不
遠
近
の
相
…
石
山
教
学
は
師
弟
関
係
逆
転
の
為
第
二
に
配
当
、
重
要
性
の
否
定

　

②
久
遠
の
師
弟
関
係
…
本
眷
属
妙　

釈
尊
＝
父
・
師
、
地
涌
菩
薩
＝
子
・
弟
子

Ｅ　

日
蓮
本
仏

　
『
六
巻
抄
、
末
法
相
応
抄
下
』（
富
要
三
巻
一
六
八
頁
）

　
「
本
地
自
行
の
自
受
用
身
は
即
ち
是
れ
本
因
妙
の
教
主
釈
尊
な
り
。
本
因
妙
の
教
主
釈
尊
は
即
ち
是
れ
末
法
出
現
の
蓮
祖
聖
人
の
御
事

な
り
。
是
れ
則
ち
行
位
全
く
同
じ
き
故
な
り
。
名
異
体
同
の
御
相
伝
本
因
妙
の
教
主
日
蓮
之
れ
を
思
い
合
わ
す
べ
し
、
之
れ
を
思
い
合
わ

す
べ
し
。
故
に
当
文
の
意
人
法
体
一
の
故
に
蓮
祖
を
以
っ
て
本
尊
と
為
す
べ
し
云
云
。」

　

右
文
の
通
り
、
大
石
寺
教
学
で
は
、
久
遠
元
初
に
本
因
行
を
修
し
て
成
道
し
た
自
受
用
報
身
（
無
作
三
身
）
が
、
末
法
に
本
因
妙
の
題

目
下
種
の
教
主
と
し
て
出
現
し
た
の
が
日
蓮
聖
人
で
あ
る
と
し
て
日
蓮
本
仏
論
を
唱
え
る
が
、
日
蓮
聖
人
自
身
が
こ
れ
を
悟
っ
た
根
拠
と

な
る
も
の
が
、
大
石
寺
所
伝
の
両
巻
血
脈
の
一
つ
『
本
因
妙
抄
』（
血
脈
抄
）
に
あ
り
、『
六
巻
抄
』
で
は
、「
文
証
」
と
し
て
以
下
の
通

り
引
用
し
て
い
る
。

　
『
六
巻
抄　

文
底
秘
沈
抄
第
二
』（
富
要
三
巻　

七
九
頁
）

　
「
次
に
文
証
と
は
、
血
脈
抄
に
云
わ
く
、
釈
尊
久
遠
名
字
即
の
御
身
の
修
行
を
末
法
今
時
の
日
蓮
が
名
字
即
の
身
に
移
す
云
云
。

又
（
血
脈
抄
）
云
わ
く
、
今
の
修
行
は
久
遠
名
字
の
振
舞
に
介
爾
計
り
も
相
違
な
き
云
云
。

是
れ
行
位
全
同
を
以
っ
て
自
受
用
身
即
ち
是
れ
蓮
祖
な
る
こ
と
を
顕
わ
す
な
り
。

故
に
血
脈
抄
に
云
わ
く
、
久
遠
元
初
の
唯
我
独
尊
と
は
日
蓮
是
れ
な
り
云
云
。」
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右
文
に
『
本
因
妙
抄
』（
血
脈
抄
）
所
説
を
挙
げ
、
久
遠
元
初
に
名
字
即
位
の
凡
夫
身
が
修
行
し
成
道
し
た
本
因
妙
の
題
目
を
、
今
末

法
の
日
蓮
聖
人
の
名
字
即
位
の
凡
夫
身
に
移
し
行
じ
る
の
で
、
久
遠
元
初
と
行
位
が
全
く
同
じ
で
あ
る
。
こ
の
行
位
が
同
一
で
あ
る
事
は
、

日
蓮
聖
人
が
本
佛
久
遠
元
初
自
受
用
身
の
顕
現
で
あ
る
事
を
表
し
て
い
る
と
云
う
。

　

日
蓮
聖
人
が
本
佛
久
遠
元
初
自
受
用
身
（
無
作
三
身
）
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
た
直
接
の
根
拠
は
『
本
因
妙
抄
』
の
同
引
用
箇
所
に
明

白
で
あ
る
．

　
『
本
因
妙
抄
』（
富
要
一
巻　

八
頁
）

　
「
釈
尊
久
遠
名
字
即
の
位
の
御
身
の
修
行
を
、
末
法
今
時
の
日
蓮
が
名
字
即
の
身
に
移
せ
り
。

　
［
理
は
造
作
に
非
ざ
る
故
に
天
真
と
曰
ふ
。
証
智
円
明
の
故
に
独
朗
と
云
ふ
］
の
行
儀
、
本
門
立
行
の
血
脈
之
を
注
す
。」

　

右
『
本
因
妙
抄
』
の
文
で
は
「
天
真
独
朗
」
釈
文
の
下
に
「
行
儀
」
と
あ
る
様
に
、
日
蓮
聖
人
が
「
天
真
独
朗
止
観
」
を
行
じ
て
「
凡

夫
即
仏
・
名
字
即
成
」
を
悟
ら
れ
、
釈
尊
が
因
位
の
菩
薩
時
の
修
行
（
本
因
行
）
を
末
法
今
時
の
日
蓮
聖
人
の
名
字
即
凡
夫
の
身
に
移
さ

れ
た
。
即
ち
、
日
蓮
聖
人
の
名
字
即
の
凡
身
が
そ
の
ま
ま
久
遠
元
初
本
因
妙
の
本
仏
《
日
蓮
本
仏
》
で
あ
る
と
、
寿
量
品
文
底
の
妙
法
を

感
得
さ
れ
た
と
す
る
の
で
あ
る
。

◎
問
題
点

　
『
立
正
観
鈔
』

　
「
爰
に
知
ん
ぬ
。
天
台
至
極
の
法
門
は
法
華
本
迹
未
分
の
処
に
無
念
の
止
観
を
立
て
て
最
極
の
大
法
と
す
と
云
へ
る
邪
義
、
大
な
る
僻

見
也
と
云
ふ
事
を
。（
中
略
）
若
此
止
観
法
華
経
に
依
ら
ざ
る
と
い
は
ば
、
天
台
の
止
観
教
外
別
伝
の
達
磨
の
天
魔
の
邪
法
に
同
せ
ん
」
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（
昭
和
定
本
八
四
九
頁
）
中
老
僧
日
進
上
人
写
本

　

本
稿
第
二
章
「
二
、
大
石
寺
教
学
」
に
述
べ
た
通
り
、
前
記
の
『
本
因
妙
抄
』
に
お
い
て
日
蓮
聖
人
が
「
天
眞
獨
朗
観
」
を
行
じ
て
文

底
の
久
遠
元
初
自
受
用
報
身
を
感
得
し
日
蓮
本
仏
（
凡
夫
即
仏
・
名
字
即
成
）
を
覚
悟
し
た
と
す
る
大
石
寺
教
学
（
文
上
・
教
相
と
別
に

文
底
・
観
心
を
立
て
る
教
理
）
は
、
右
記
の
『
立
正
観
鈔
』
に
説
か
れ
る
様
に
「
教
外
別
伝
」「
禅
天
魔
」
の
邪
義
と
し
て
日
蓮
聖
人
の

批
判
対
象
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

・
教
外
別
伝
の
達
磨
の
天
魔
の
邪
法

　
「
法
華
本
迹
未
分
の
処
に
無
念
の
止
観
を
立
て
て
最
極
の
大
法
と
す
と
云
へ
る
邪
義
」
＝
天
真
独
朗
止
観

　

大
石
寺
教
学
で
は
、
寿
量
品
「
我
本
行
菩
薩
道
」（
本
因
妙
）
の
解
釈
お
い
て
、
久
遠
実
成
以
前
の
「
久
遠
元
初
」
に
「
名
字
童
形
」

（
凡
夫
身
・
名
字
即
）
の
上
行
菩
薩
が
本
因
行
の
題
目
を
唱
え
て
成
仏
し
「
久
遠
元
初
の
自
受
用
報
身
」
と
な
っ
た
と
し
、
こ
の
久
遠
元

初
に
お
け
る
上
行
菩
薩
の
唱
題
行
を
「
我
本
行
菩
薩
道
」（
本
因
妙
）
と
解
釈
す
る
。

　
『
法
華
玄
義
』
に
お
け
る
「
我
本
行
菩
薩
道
」（
本
因
妙
）
の
本
来
の
解
釈
は
、
釈
尊
の
久
遠
実
成
の
因
行
で
あ
る
菩
薩
行
で
あ
り
、
菩

薩
位
は
初
住
〜
等
覚
ま
で
で
六
即
の
「
分
真
即
」
で
あ
る
か
ら
「
名
字
即
」（
凡
夫
位
）
で
は
な
い
。
ま
た
、
前
述
し
た
通
り
、『
法
華
玄

義
』
所
説
の
「
三
種
教
相
」
中
「
第
三　

師
弟
の
遠
近
不
遠
近
の
相
」
や
「
本
門
十
妙
」
中
「
本
眷
属
妙
」
に
記
さ
れ
る
よ
う
に
釈
尊
と

上
行
菩
薩
は
、
久
遠
の
師
弟
関
係
に
あ
る
別
人
格
で
あ
り
、
釈
尊
の
久
遠
実
成
の
因
行
で
あ
る
菩
薩
行
を
行
じ
た
菩
薩
は
上
行
菩
薩
で
な

い
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

　

大
石
寺
教
学
に
お
い
て
、
久
遠
元
初
の
上
行
菩
薩
に
よ
る
本
因
妙
論
と
、
凡
夫
即
仏
の
天
真
独
朗
止
観
を
接
合
し
た
結
果
、
こ
の
様
な
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相
矛
盾
す
る
教
理
が
成
立
し
た
と
推
さ
れ
る
。

　
『
三
重
秘
伝
鈔
』
に
「
本
因
初
住
の
文
底
に
久
遠
名
字
の
妙
法
事
の
一
念
三
千
を
秘
沈
し
給
え
り
云
云
。」（
冨
要
三
巻
五
〇
頁
）
と
、

本
因
妙
・
菩
薩
位
の
始
ま
り
で
あ
る
「
初
住
」（
分
真
即
）
の
文
底
に
「
名
字
即
」（
凡
夫
位
）
の
題
目
（
事
の
一
念
三
千
）
を
秘
沈
し
た

と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
も
前
述
の
上
行
菩
薩
に
よ
る
本
因
妙
論
と
、
凡
夫
即
仏
の
天
真
独
朗
止
観
を
接
合
し
た
矛
盾
を
解
消
し
よ
う
と
し

た
所
産
と
な
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　

─
上
行
菩
薩　

菩
薩
位　

分
真
即　

本
因
妙

　

本
因
妙
唱
題
行
─

　
　
　
　
　
　
　
　

─
名
字
童
形　

凡
夫
位　

名
字
即　

天
真
独
朗
止
観
（
凡
夫
即
仏
）

四
、
日
蓮
聖
人
の
本
因
本
果
論

　

日
蓮
聖
人
の
御
遺
文
に
お
い
て
、
本
因
本
果
の
二
妙
を
分
離
し
、
本
因
妙
を
単
独
で
用
い
る
教
義
や
用
法
は
一
切
無
い
。
以
下
に
に
示

す
御
遺
文
①
②
③
に
は
、
い
づ
れ
も
「
久
遠
実
成
」
に
基
づ
く
本
因
本
果
の
二
妙
を
一
対
と
し
て
用
い
て
い
る
。

①
『
開
目
抄
』

　
「
本
門
に
い
た
り
て
、
始
成
正
覚
を
や
ぶ
れ
ば
四
教
の
果
を
や
ぶ
る
。
四
教
の
果
を
や
ぶ
れ
ば
、
四
教
の
因
や
ぶ
れ
ぬ
。
爾
前
迹
門
の

十
界
の
因
果
を
打
や
ぶ
て
、
本
門
十
界
の
因
果
を
と
き
顕
わ
す
。
此
れ
即
本
因
本
果
の
法
門
な
り
。
九
界
も
無
始
の
仏
界
に
具
し
、
仏
界

も
無
始
の
九
界
に
備
て
、
真
十
界
互
具
・
百
界
千
如
・
一
念
三
千
な
る
べ
し
。」（
定
五
五
二
頁
）

　
「
九
界
も
無
始
の
仏
界
に
具
し
」（
本
因
妙
）

　
「
仏
界
も
無
始
の
九
界
に
備
て
」（
本
果
妙
）
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②
『
撰
時
抄
』

　
「
一
念
三
千
は
九
界
即
仏
界
、
仏
界
即
九
界
と
談
ず
。」（
定
一
〇
〇
三
頁
）

　
「
九
界
即
仏
界
」（
本
因
妙
）

　
「
仏
界
即
九
界
」（
本
果
妙
）

　
『
観
心
本
尊
抄
』（
昭
和
定
本
七
一
九
頁
）

　
『
寿
量
品
に
云
く
「
し
か
る
に
我
実
に
成
仏
し
て
よ
り
已
来
、
無
量
無
辺
百
千
万
億
那
由
他
劫
な
り
」
等
云
云
。
我
等
が
己
心
の
釈
尊
、

五
百
塵
点
、
乃
至
、
所
顕
の
三
身
に
し
て
無
始
の
古
仏
な
り
。

経
に
云
く
「
我
れ
本
、
菩
薩
の
道
を
行
じ
て
成
ぜ
し
所
の
寿
命
、
今
な
お
い
ま
だ
尽
き
ず
。
復
上
の
数
に
倍
せ
り
」
等
云
云
。
我
等
が
己

心
の
菩
薩
等
な
り
。
地
涌
千
界
の
菩
薩
は
、
己
心
の
釈
尊
の
眷
属
な
り
。
例
せ
ば
太
公
・
周
公
旦
等
は
、
周
武
の
臣
下
に
し
て
、
成
王
幼

稚
の
眷
属
。
武
内
大
臣
は
、
神
功
皇
后
の
棟
梁
に
し
て
仁
徳
王
子
の
臣
下
な
る
が
ご
と
し
。
上
行
・
無
辺
行
・
浄
行
・
安
立
行
等
は
、
我

等
が
己
心
の
菩
薩
な
り
。
妙
楽
大
師
の
云
く
「
ま
さ
に
知
る
べ
し
、
身
土
は
一
念
の
三
千
な
り
。
故
に
成
道
の
時
、
こ
の
本
理
に
称
う
て
、

一
身
一
念
法
界
に
遍
し
」
等
云
云
。』

　
『
摩
訶
止
観
』
巻
五　

第
七
正
修
章　

観
不
思
議
境
（
大
正
蔵
経
四
六
巻　

五
四
頁
）

　
「
夫
れ
一
心
に
十
法
界
を
具
す
。
一
法
界
に
十
法
界
を
具
す
れ
ば
百
法
界
な
り
。
一
界
に
三
十
種
の
世
間
を
具
す
れ
ば
、
百
法
界
に
即

ち
三
千
種
の
世
間
を
具
す
。
此
の
三
千
、
一
念
の
心
に
在
り
。
若
し
心
無
く
ん
ば
已
み
な
ん
。
介
爾
も
心
有
れ
ば
即
ち
三
千
を
具
す
。」

　
『
止
觀
輔
行
傳
弘
決
』
巻
五　

第
七
正
修
章　

観
不
思
議
境
（
大
正
蔵
経
四
六
巻　

二
九
五
頁
）
右
文
の
注
釈
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「
夫
れ
一
心
よ
り
下
は
理
境
を
結
成
す
。
前
に
釋
す
る
所
の
如
し
。
本
と
一
心
に
在
て
、
圓
融
三
諦
な
り
。
既
已
に
開
釋
す
。
人
の
迷

を
生
ぜ
ん
こ
と
を
恐
る
。
故
に
重
ね
て
之
を
結
し
て
一
念
に
入
ら
令
む
。
當
に
知
る
べ
し
、
身
土
は
一
念
三
千
な
り
。
故
に
成
道
の
時
此

の
本
理
に
稱
て
、
一
身
一
念
法
界
に
遍
し
。」

　

前
記
の
『
観
心
本
尊
抄
』
に
お
い
て
引
用
す
る
『
止
觀
輔
行
傳
弘
決
』「
ま
さ
に
知
る
べ
し
、
身
土
は
一
念
の
三
千
な
り
。
故
に
成
道

の
時
、
こ
の
本
理
に
称
う
て
、
一
身
一
念
法
界
に
遍
し
」
の
文
は
、「
久
遠
実
成
」
に
お
い
て
釈
尊
の
一
身
一
念
が
法
界
全
体
に
遍
満
す

る
事
で
、
九
界
に
佛
界
が
具
さ
れ
、「
九
界
具
仏
界　

仏
界
具
九
界
」
の
「
十
界
互
具
」
が
成
立
し
「
一
念
三
千
」（
理
具
）
の
理
境
が
完

成
す
る
事
を
示
す
「
結
成
理
境
」
の
文
で
あ
る
。

　

故
に
「
我
等
が
己
心
の
釈
尊
、
五
百
塵
点
、
乃
至
、
所
顕
の
三
身
に
し
て
無
始
の
古
仏
な
り
。」
と
は
、
釈
尊
の
「
久
遠
実
成
」
に
よ

り
人
界
に
佛
界
が
具
さ
れ
成
立
し
た
「
己
心
の
釈
尊
」
で
あ
り
「
無
始
の
古
仏
」
即
ち
久
遠
本
佛
で
あ
る
。

　

こ
の
様
に
「
久
遠
実
成
」
に
基
づ
く
「
結
成
理
境
」
に
よ
り
、

　
『
開
目
抄
』

　
「
九
界
も
無
始
の
仏
界
に
具
し
」（
本
因
妙
）

　
「
仏
界
も
無
始
の
九
界
に
備
て
」（
本
果
妙
）

　
『
撰
時
抄
』

　
「
九
界
即
仏
界
」（
本
因
妙
）

　
「
仏
界
即
九
界
」（
本
果
妙
）

　

と
、「
十
界
互
具
」
が
成
立
し
「
一
念
三
千
」
が
完
成
す
る
の
で
あ
る
。

即
ち
、
釈
尊
の
久
遠
実
成
に
よ
り
本
果
妙
が
成
立
す
る
と
同
時
に
、
九
界
に
仏
界
が
具
わ
る
事
で
、
十
界
に
亘
る
本
因
妙
・
本
果
妙
が
成
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立
し
、
本
因
本
果
の
法
門
が
完
成
す
る
の
で
あ
る
。

・�
し
た
が
っ
て
、
大
石
寺
教
学
に
お
け
る
「
久
遠
元
初
」
な
る
久
遠
実
成
以
前
の
架
空
の
時
間
に
お
い
て
「
一
念
三
千
」「
本
因
妙
」「
本

果
妙
」
は
成
立
し
得
な
い
。
よ
っ
て
、「
久
遠
元
初
」
の
成
道
は
成
立
し
な
い
。

③
『
観
心
本
尊
抄
』

　
「
釈
尊
の
因
行
果
徳
の
二
法
は
妙
法
蓮
華
経
の
五
字
に
具
足
す
。

　

我
等
此
の
五
字
を
受
持
す
れ
ば
、
自
然
に
彼
の
因
果
の
功
徳
を
譲
り
与
え
た
も
う
。」（
昭
和
定
本
七
一
一
頁
）

　
「
釈
尊
の
因
行
」（
本
因
妙
）

　
　
　
　
「
果
徳
」（
本
果
妙
）

　
「
釈
尊
の
因
行
果
徳
」
に
つ
い
て
『
法
華
玄
義
』
の
次
の
文
に
明
白
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　
『
法
華
玄
義
』
巻
一　

七
番
共
解　

一
票
章
（
宗
玄
義
）、（
大
正
蔵
経
三
三
、
六
八
三
頁
）

　
「
宗
と
は
要
也
。
所
謂
る
佛
の
自
行
の
因
果
を
以
て
宗
と
為
す
也
。（
中
略
）

　

意
を
取
て
言
を
爲
さ
ば
、
因
は
久
遠
之
實
修
を
窮
め
、
果
は
久
遠
之
實
證
を
窮
む
。」

　
「
因
は
久
遠
之
實
修
を
窮
め
」
因
行
（
本
因
妙
）

　
「
果
は
久
遠
之
實
證
を
窮
む
」
果
徳
（
本
果
妙
）

　

右
文
の
通
り
、
久
遠
実
成
本
佛
の
因
行
（
久
遠
之
實
修
）・
果
徳
（
久
遠
之
實
證
）
が
妙
法
五
字
の
功
徳
内
容
（
五
重
玄
義
具
足
、
宗
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玄
義
所
説
）
で
あ
る
。
故
に
、
妙
法
五
字
は
久
遠
之
實
修
＝
本
因
妙
・
久
遠
之
實
證
＝
本
果
妙
の
二
妙
を
具
足
す
る
。

　

こ
の
様
に
、
妙
法
五
字
の
功
徳
で
あ
る
「
釈
尊
の
因
行
果
徳
の
二
法
」
は
、
久
遠
実
成
本
佛
の
本
因
妙
・
本
果
妙
で
あ
り
、
大
石
寺
教

学
の
久
遠
元
初
の
本
因
妙
と
は
何
の
関
係
も
な
い
。

　
『
一
代
五
時
鶏
図
』（
昭
和
定
本
二
三
四
二
頁
）

　
「
天
台
宗
御
本
尊
［
釈
迦
如
来
］［
久
遠
実
成
実
修
実
証
仏
］［
華
厳
ル
サ
ナ
真
言
大
日
等
皆
此
仏
為
眷
属
］

　

始
成
三
身　

応
身
［
有
始
有
終
］
報
身
［
有
始
無
終
］
法
身
［
無
始
無
終
］［
真
言
大
日
等
］

　

久
成
三
身　

応
身　

報
身　

法
身　

無
始
無
終　

華
厳
宗
真
言
宗
立
無
始
無
終
三
身
盗
取
天
台
名
目
入
自
依
経
也
。」

　

右
文
の
通
り
、
久
遠
実
成
釈
迦
牟
尼
佛
は
本
因
妙
本
果
妙
を
備
え
た
［
久
遠
実
成
実
修
実
証
仏
］
で
あ
り
、

　

大
石
寺
の
本
尊
と
す
る
無
作
三
身
（
大
日
如
来
）
と
同
体
異
名
で
あ
る
久
遠
元
初
自
受
用
報
身
は
、
久
遠
実
成
釈
迦
牟
尼
佛
の
「
眷

属
」
と
為
る
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
こ
の
久
遠
元
初
自
受
用
報
身
（
無
作
三
身
＝
大
日
如
来
）
を
「
無
始
無
終
」
と
す
る
説
は
、「
盗
取
天
台
名
目
入
自
依
経
也
。」

と
、
久
遠
実
成
釈
迦
牟
尼
佛
の
三
身
に
亘
る
無
始
無
終
説
を
盗
用
し
た
も
の
と
同
義
で
あ
る
。

結
　

以
上
に
検
証
し
て
き
た
通
り
、
大
石
寺
教
学
に
お
け
る
本
因
妙
論
は
、
本
因
妙
の
出
典
で
あ
る
『
法
華
玄
義
』
の
所
説
か
ら
逸
脱
し
た

架
空
の
説
で
あ
り
、
中
古
天
台
教
学
の
教
観
相
対
判
に
お
い
て
寿
量
品
文
底
観
心
を
選
択
し
、
天
真
独
朗
止
観
に
よ
っ
て
凡
夫
即
仏
を
悟

り
無
作
三
身
を
感
得
す
る
従
来
の
教
理
に
、
上
行
菩
薩
が
本
因
妙
の
題
目
を
唱
え
て
久
遠
元
初
に
成
佛
し
無
作
三
身
（
久
遠
元
初
自
受
用
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報
身
）
と
な
っ
た
と
云
う
架
空
の
本
因
妙
説
を
接
合
す
る
こ
と
に
よ
り
成
立
し
た
教
理
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
主
な
特
徴
と
し
て
、
本

尊
と
し
て
の
久
遠
元
初
自
受
用
報
身
は
、
無
作
三
身
（
法
中
論
三
・
非
因
非
果
）
と
自
受
用
報
身
（
報
中
論
三
・
本
因
妙
）
の
接
合
で
あ

り
、
行
法
と
し
て
の
本
因
妙
の
唱
題
は
、
天
真
独
朗
止
観
（
凡
夫
即
仏
・
凡
夫
位
）
と
本
因
妙
（
上
行
菩
薩
・
菩
薩
位
）
の
接
合
に
よ
り

成
立
し
た
と
推
さ
れ
る
。

　

こ
の
様
な
相
矛
盾
す
る
内
容
を
含
む
本
因
妙
論
は
理
論
と
し
て
破
綻
し
て
お
り
、
日
蓮
聖
人
本
来
の
久
遠
実
成
釈
迦
牟
尼
佛
の
本
因
・

本
果
妙
を
具
足
す
る
題
目
と
大
き
く
異
な
る
も
の
で
あ
る
事
は
本
稿
に
お
い
て
論
証
し
た
通
り
で
あ
る
。
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